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私
を
鉄
道
好
き
に
導
い
た
の
は
１
０
０

％
、
父
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
誕
生

日
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
時
刻
表
だ
っ
た
り
、
N

ゲ
ー
ジ
の
模
型
を
買
っ
て
く
れ
た
り
…
…

そ
ん
な
父
が
よ
く
鉄
道
の
博
物
館
に
連
れ

て
行
っ
て
く
れ
た
。
幼
い
頃
の
お
気
に
入
り

は
、
大
パ
ノ
ラ
マ
ジ
オ
ラ
マ
コ
ー
ナ
ー
と
リ

ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ
ー
の
コ
ー
ナ
ー
だ
っ
た
。

し
か
し
、
父
は
必
ず
最
初
に
S
L
の

コ
ー
ナ
ー
に
立
ち
寄
っ
た
。

「
昔
は
こ
れ
が
沢
山
走
っ
て
た
ん
だ
ぞ
」

と
、
自
分
の
モ
ノ
で
も
な
ん
で
も
な
い
の

に
、
ど
こ
か
自
慢
げ
に
話
し
た
が
、
私
に
は

響
か
な
か
っ
た
。

無
機
質
な
タ
ン
ク
の
内
部
の
構
造
を
紹
介

す
る
と
こ
ろ
は
、
な
に
か
に
抉え

ぐ

ら
れ
た
よ
う

な
フ
ォ
ル
ム
で
不
気
味
だ
っ
た
。
運
転
台
の

入
り
組
ん
だ
レ
バ
ー
や
バ
ル
ブ
は
複
雑
で
ち

ん
ぷ
ん
か
ん
ぷ
ん
。
大
き
く
て
威
圧
的
で
、

黒
光
り
し
て
い
て
、
子
供
と
し
て
は
な
ん
か

冷
た
く
て
怖
い
印
象
が
あ
っ
た
。

結
局
、
博
物
館
に
行
く
た
び
に
S
L
コ
ー

ナ
ー
の
滞
在
時
間
が
短
く
な
り
、
そ
の
う
ち

素
通
り
し
て
自
分
が
好
き
な
ジ
オ
ラ
マ
の

コ
ー
ナ
ー
ば
っ
か
り
に
行
く
よ
う
に
な
っ
て

い
た
。

大
人
に
な
り
数
年
が
経
っ
た
あ
る
日
。
大

井
川
鐵
道
で
動
く
S
L
を
初
め
て
見
た
。

心
を
こ
れ
で
も
か
と
大
き
く
揺
さ
ぶ
ら
れ
、

幼
い
頃
抱
い
て
い
た
あ
の
イ
メ
ー
ジ
は
蒸
気

の
よ
う
に
空
に
吹
き
飛
ん
で
消
え
た
。

勇
壮
な
煙
と
石
炭
の
匂
い
が
駅
構
内
に
充

満
し
、
漆
黒
の
ボ
デ
ィ
は
ど
ん
ど
ん
と
温
度

を
上
げ
る
。
近
づ
く
だ
け
で
熱
気
に
気け

圧お

さ

れ
そ
う
に
な
る
。

「
な
ん
だ
こ
れ
は
！
」

博
物
館
で
見
た
の
と
は
別
物
で
、
ま
る
で

大
き
な
怪
獣
か
な
に
か
の
よ
う
だ
っ
た
。
か
っ

こ
い
い
。
こ
れ
が
S
L
か
。
あ
の
運
転
台
の

レ
バ
ー
や
バ
ル
ブ
を
繊
細
に
扱
う
機
関
士
さ
ん

が
出
発
の
準
備
に
勤
し
ん
で
い
た
。
ジ
ャ
リ

ジ
ャ
リ
と
音
を
立
て
な
が
ら
、
ス
コ
ッ
プ
で
石

炭
を
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
釜
の
炎
の
中
に
注
ぐ
。

「
電
気
と
か
ガ
ソ
リ
ン
と
か
じ
ゃ
な
く
て
、

こ
れ
で
走
る
の
か
？
」

恋
愛
に
も
似
た
よ
う
な
ド
キ
ド
キ
が
止
ま

ら
な
い
。

『
ポ
ー
ー
ー
』
っ
と
雄
叫
び
の
よ
う
な
汽

笛
を
あ
げ
る
。

『
じ
ゃ
あ
、
そ
ろ
そ
ろ
行
く
よ
！　

よ
っ

こ
ら
し
ょ
っ
と
』

と
言
わ
ん
ば
か
り
に
機
関
車
が
動
き
出

す
。
ガ
ッ
シ
ャ
ー
ン
と
金
属
と
金
属
が
交
わ

る
大
き
な
音
を
き
っ
か
け
に
一
気
に
客
車
が

S
L
は
な
ん
か
怖
か
っ
た

岡
安
章
介

イラスト・岡林玲
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頭
の
顔
を
見
に
行
く
。

『
は
ぁ
は
ぁ
…
は
ぁ
は
ぁ
…
し
ゅ
う
…

し
ゅ
う
…
』

山
河
を
駆
け
抜
け
て
荒
く
な
っ
た
呼
吸
を

整
え
て
い
る
よ
う
な
機
関
車
。

『
ふ
ぅ
…
は
ぁ
…
疲
れ
た
ぁ
』
と
言
っ
て

る
よ
う
だ
っ
た
。

機
関
車
は
転
車
台
に
向
か
い
復
路
の
準
備

を
始
め
た
。

全
国
各
地
で
は
S
L
が
観
光
の
目
玉
と

し
て
活
躍
し
て
い
る
が
、
そ
の
一
方
で
機
関

士
不
足
や
修
理
、
部
品
調
達
な
ど
、
維
持
に

は
色
々
苦
労
が
あ
る
ら
し
い
。
歴
史
的
・
文

化
的
・
芸
術
的
な
価
値
を
持
つ
蒸
気
機
関

車
。
決
し
て
無
く
し
て
は
な
ら
な
い
の
と
、

後
世
に
こ
の
感
動
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
、
私
な
り
に
尽
力
し
た
い
と
思
っ
た
。

先
日
、
友
人
の
お
子
さ
ん
が
鉄
道
に
興
味

を
持
っ
た
よ
う
な
の
で
、
博
物
館
に
連
れ
て

い
け
た
ら
と
考
え
た
。
も
ち
ろ
ん
、
S
L

の
展
示
コ
ー
ナ
ー
は
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を
み
な

が
ら
案
内
し
よ
う
と
思
っ
た
。

引
っ
張
ら
れ
た
。

「
走
り
出
し
た
！
」

加
速
と
と
も
に
煙
も
増
す
。
大
井
川
を
流

れ
る
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
美
し
い
水
面

に
、
白
や
黒
の
水
彩
絵
の
具
を
滲
ま
せ
た
よ

う
な
車
窓
に
な
る
。
普
段
乗
っ
て
る
電
車
で

は
絶
対
に
味
わ
え
な
い
揺
れ
や
、
音
、
景

色
、
香
り
、
四
感
を
研
ぎ
澄
ま
せ
て
楽
し
ん

だ
。（
さ
す
が
に
S
L
を
舐
め
た
り
は
し
て

な
い
の
で
、
味
覚
は
除
外
し
て
四
感
で
す
）

あ
っ
と
い
う
間
に
終
点
。
降
り
て
再
び
先◎日本民営鉄道協会とは？

1967 年に社団法人として設立、2012 年 4月 1 日付で一般社団法人に移
行、72 社の民営鉄道会社で組織されています。
輸送力の増強と安全輸送の確保を促進し、鉄道事業の健全な発達を図り、
もって国民経済の発展に寄与することを目的とした活動を行っております。
なお、JR 各社や公営地下鉄などは加入しておりません。
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東
京
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未
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］
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M
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eport

多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
株
式
会
社

地
域
住
民
の
期
待
に
応
え
る
べ
く
、

「
鉄
道
の
な
い
市
」へ
の
延
伸
に
着
手

●
延
伸
推
進
室
課
長
兼
総
務
部
課
長（
計
画
担
当
）　

桑
原
大
輔

●
総
務
部
課
長
代
理（
総
務
・
広
報
グ
ル
ー
プ
）兼�

　

安
全
管
理
推
進
室
課
長
代
理　

岡
本 

譲

み
ん
て
つ
イ
ン
フォ
メ
ー
ション

新
会
長
に
杉
山
健
博（
阪
急
電
鉄
株
式
会
社
取
締
役
・
前
社
長
）が
就
任

歓
迎
!! “
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス（
T
X
）”民
鉄
協
へ
新
加
入

日
本
台
湾
鉄
道
観
光
フォ
ー
ラ
ム
を
開
催
!!
＠
台
北

「
鉄
道
観
光
の
二
軸
発
展　

低
炭
素
旅
行
と
デ
ジ
タ
ルマ
ー
ケ
ティン
グ
」

ラ
ジ
オ
大
阪
で
、地
方
民
鉄
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
番
組（
シ
リ
ー
ズ
）開
始

情
報
発
信
力
の
強
化
の
取
り
組
み
と
し
て

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
開
始
!!（
2
0
2
5
年
3
月
25
日
よ
り
）

連
載
48　

地
方
民
鉄
紀
行

島
原
鉄
道
株
式
会
社

連
載
15　

民
営
鉄
道
の
起
源
を
訪
ね
て
︱
鉄
路
は
何
を
目
指
し
た
か

宮
城
県　

仙
台
空
港
鉄
道 

仙
台
空
港
線

●
日
本
宗
教
史
研
究
家　

渋
谷
申
博

22262830

※
本
号
の
取
材
に
応
じ
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
の
社
名・肩
書
き
は
取
材
時（
2
0
2
5
年
7
・
8
月
）の
も
の
で
す
。

お
か
や
す 

あ
き
よ
し

お
笑
い
タ
レ
ン
ト
、
俳
優
、
リ
ポ
ー
タ
ー
。
埼
玉
県
出
身
。
２
０
０
０

年
に
土
谷
隼
人
、
下
池
輝
明
と
と
も
に
お
笑
い
ト
リ
オ
「
な
な
め
45°
」

を
結
成
。
大
ボ
ケ
担
当
。
鉄
道
好
き
を
生
か
し
た
鉄
道
ネ
タ
で
注
目

さ
れ
る
。
日
本
テ
レ
ビ
系
バ
ラ
エ
テ
ィ
「
笑
神
様
は
突
然
に
…
」
の

“
鉄
道
B
I
G
4
”
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
も
活
躍
。
趣
味
は
乗
り
鉄
、

撮
り
鉄
、
自
転
車
。
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は
じ
め
に

長
引
く
経
済
不
況
の
中
、
人
口
動
向
、
建

設
費
の
高
騰
、
働
き
方
改
革
と
人
材
不
足
な

ど
社
会
経
済
が
変
革
期
を
迎
え
、
首
都
圏
鉄

道
網
も
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
回
復
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
観
光
客
の
増
加
、
久
々
の
新
線
着

工
、
東
京
メ
ト
ロ
の
民
営
化
な
ど
、
新
た
な

局
面
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
ど
う
理

解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

１
．
人
口
動
向
と
鉄
道
需
要

結
論
か
ら
言
え
ば
、
当
分
東
京
圏
の
人
口

は
増
え
続
け
、
需
要
は
改
善
す
る
も
の
の
、

コ
ロ
ナ
後
の
利
用
者
行
動
の
変
化
へ
の
対
応

が
求
め
ら
れ
る
。
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問

題
研
究
所
が
国
勢
調
査
ご
と
に
予
測
し
た
東

京
圏
、
東
京
都
の
人
口
は
毎
回
大
幅
な
過
小

推
計
で
あ
っ
た
（
図
１
）。
２
０
２
０
年
国

調
デ
ー
タ
に
よ
る
推
計
も
す
で
に
過
少
推
計

で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
鉄
道
会
社
も
含
め
て
多
く
の
経
営
者

は
予
測
値
を
信
じ
、
さ
ら
に
安
全
側
の
消
極

的
経
営
判
断
を
し
が
ち
で
あ
っ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
東
京
23
区
か
ら
の
人
口

流
出
も
２
０
２
１
年
か
ら
回
復
が
み
ら
れ
、

25
年
に
は
コ
ロ
ナ
前
の
状
態
に
戻
る
見
込
み

で
あ
る
（
図
２
）。
多
く
の
予
想
に
反
し
、

在
宅
勤
務
者
は
減
少
し
（
図
３
）、
在
宅
勤

務
日
数
も
減
少
傾
向
に
あ
る
（
表
1
）。

一
方
で
、
コ
ロ
ナ
下
で
の
経
験
か
ら
、
快

適
な
通
勤
環
境
へ
の
利
用
者
の
欲
求
は
高
ま

り
、
着
席
通
勤
サ
ー
ビ
ス
の
重
要
性
は
増
し

て
い
る
。
ま
た
、
勤
務
後
の
飲
食
は
戻
っ
て

き
て
い
る
も
の
の
２
次
会
は
減
少
し
、
22
時

時
以
降
の
混
雑
は
改
善
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

反
面
、
18
時
頃
の
混
雑
は
増
し
て
い
る
。

２
．
都
市
圏
の
鉄
道
の
課
題

1 

鉄
道
網
整
備

東
京
圏
の
都
市
鉄
道
は
世
界
最
高
と
の
評

価
を
受
け
て
き
た
。
し
か
し
、
ど
こ
か
の
区

間
で
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
る
と
、
相
互
直
通
区

間
に
波
及
し
、
更
に
、
利
用
者
が
他
の
経
路

に
移
行
す
る
結
果
、
他
路
線
に
も
混
雑
と
遅

れ
が
波
及
し
、
高
密
（
高
頻
度
）
運
行
の
た

め
に
遅
れ
の
回
復
に
長
時
間
か
か
る
と
い
う

現
象
が
多
発
し
て
い
た
。
施
設
の
老
朽
化
に

加
え
て
、
コ
ロ
ナ
期
か
ら
需
要
が
回
復
す
る

と
、
早
晩
、
こ
の
よ
う
な
現
象
の
再
発
へ
の

対
応
が
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
都
市
計
画
の
規
制
緩
和
に
よ
る
高

層
建
築
の
増
加
は
、
鉄
道
駅
へ
の
旅
客
集
中

を
も
た
ら
し
、
ま
た
、
臨
海
部
の
路
線
や
東

京
圏
西
側
の
環
状
路
線
の
不
足
が
顕
在
し
つ

つ
あ
る
。
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
、
埼
玉
高

速
、
大
江
戸
線
な
ど
の
延
伸
も
大
幅
な
利
便

増
進
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
整
備

に
対
す
る
国
の
予
算
不
足
や
自
治
体
間
の
合

意
形
成
不
足
で
意
思
決
定
が
出
来
ず
に
い

る
。
パ
リ
が
３
０
０
km
、
ロ
ン
ド
ン
が
１
０

０
km
の
新
線
計
画
を
有
す
る
の
に
対
し
、
東

京
圏
で
は
、
鉄
道
の
概
成
説
と
い
う
誤
解

首都圏の鉄道の未来と
東京メトロへの期待
政策研究大学院大学 名誉教授

森地 茂
Shigeru MORICHI
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2 

沿
線
の
魅
力
向
上

高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
郊
外
市
街
地
で

は
、
若
い
世
代
の
誘
致
に
よ
る
世
代
ミ
ッ
ク

ス
型
へ
の
変
換
が
必
要
で
あ
る
。
税
金
を
財

源
と
す
る
自
治
体
に
よ
る
、
若
い
世
代
の
誘

致
に
は
限
界
が
あ
る
の
に
対
し
、
鉄
道
会
社

は
様
々
な
沿
線
サ
ー
ビ
ス
が
可
能
で
あ
り
、

ま
た
、
鉄
道
事
業
と
非
鉄
道
事
業
の
両
方
の

収
益
確
保
の
た
め
に
世
代
ミ
ッ
ク
ス
型
沿
線

地
域
の
維
持
は
必
須
で
あ
る
。
住
宅
の
み
な

ら
ず
、
商
店
や
飲
食
店
も
経
営
者
の
高
齢
化

が
問
題
で
あ
る
が
、
都
市
再
開
発
に
よ
り
、

住
宅
地
で
は
若
い
世
代
の
入
居
が
、
ま
た
、

商
業
地
で
は
新
た
な
テ
ナ
ン
ト
が
入
っ
て
く

る
。
近
年
、
進
め
ら
れ
る
高
架
下
の
魅
力
的

空
間
づ
く
り
や
、
ノ
ー
ラ
ッ
チ
化
（
※
）
に

よ
る
駅
空
間
の
使
い
方
な
ど
、
再
開
発
に
も

新
た
な
展
開
が
期
待
さ
れ
る
。

地
方
部
か
ら
の
流
入
人
口
の
大
部
分
は
、

大
学
進
学
時
と
就
職
時
の
若
い
年
齢
層
で
あ

り
、
首
都
圏
の
北
方
向
、
東
方
向
の
路
線
沿

線
へ
の
流
入
が
、
西
方
向
の
路
線
沿
線
よ
り

少
な
い
た
め
、
結
果
的
に
埼
玉
県
、
千
葉
県

方
面
の
若
年
層
の
人
口
流
入
が
少
な
く
な
っ

て
い
る
。
大
学
の
立
地
も
西
側
の
方
が
多
い

こ
と
も
影
響
し
て
い
る
。
一
方
、
路
線
間
の

人
口
移
動
に
つ
い
て
は
、
２
０
１
０
か
ら
２

０
１
５
年
に
か
け
て
、
西
側
路
線
か
ら
他
路

線
へ
の
純
流
出
（
流
出
マ
イ
ナ
ス
流
入
）
が

始
ま
っ
た
が
、
２
０
１
５
か
ら
２
０
２
０
年

で
は
そ
の
傾
向
が
更
に
強
ま
っ
て
い
る
（
図

４
）。
こ
の
よ
う
な
路
線
間
競
争
に
加
え
て
、

都
心
の
住
宅
コ
ス
ト
の
上
昇
の
た
め
共
稼
ぎ

で
収
入
の
多
い
世
帯
以
外
で
は
購
入
が
難
し

※改札を通過せずに異なる鉄道会社を利用できること。
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に
基
づ
く
政
治
的
判
断
に

よ
り
、
都
市
鉄
道
予
算
の

極
端
な
不
足
が
続
い
て
い

る
の
で
あ
る
。
既
に
整
備

が
始
ま
っ
た
有
楽
町
線
延

伸
、
南
北
線
延
伸
、
東
急

多
摩
川
線
（
蒲
蒲
線
）
延

伸
に
つ
い
て
も
、
現
在
の

予
算
規
模
で
は
完
成
時
期

は
大
幅
に
遅
れ
、
そ
れ
は

大
き
な
社
会
経
済
的
損
失

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
こ

そ
費
用
便
益
分
析
の
必
要

性
が
問
わ
れ
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。

図 1 　国立社会保障・人口問題研究所の人口推計と実績図2 　東京 23区への転入超過数の推移

表 1 　テレワーク実施頻度の推移（2019〜 2024年）

年 2019 2020 2021 2022 2023 2024

日 /週 0.27 0.46 0.51 0.42 0.37 0.32
国土交通省都市局「令和 6 年度テレワーク人口実態調査」データから作成

0%
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16.6%

19.1%

34.4%

42.3%
40.0%
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17.6%
14.8%

23.0%
27.0% 26.1% 24.8% 24.6%

図3 　テレワーカーの推移（平成30（2018）～令和6（2024）年度）

出典：国土交通省都市局「令和 6 年度テレワーク人口実態調査」
東京メトロ銀座線渋谷駅ホーム
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く
、
ま
た
、
子
育
て
世
代
で
は
遠
距
離
通
勤

は
困
難
な
こ
と
か
ら
、
各
鉄
道
会
社
は
沿
線

の
ど
こ
で
再
開
発
を
進
め
る
か
、
ど
の
よ
う

な
客
層
に
対
す
る
沿
線
魅
力
を
向
上
す
る
か

が
問
わ
れ
て
い
る
。

3 

必
要
な
投
資
が
で
き
る
運
賃
水
準

所
得
水
準
が
高
く
て
負
担
能
力
の
高
い
首

都
圏
の
運
賃
が
、
他
都
市
よ
り
安
価
な
の

も
、
バ
ス
よ
り
鉄
道
の
初
乗
り
運
賃
が
安
い

の
も
需
要
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
費
用
が
増

加
し
、
需
要
が
減
少
す
れ
ば
運
賃
は
物
価

へ
の
影
響
云
々
で
は
な
く
改
定
す

る
必
要
が
あ
る
。
非
鉄
道
事
業
の

黒
字
経
営
を
理
由
に
運
賃
改
定
に

否
定
的
な
意
見
が
出
る
が
、
鉄
道

の
総
括
原
価
に
よ
る
運
賃
改
定
制

度
へ
の
理
解
を
マ
ス
コ
ミ
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
に
徹
底
す
る
必
要
が
あ
る
。
多

様
な
事
業
展
開
、
研
究
開
発
投
資

や
、
自
動
運
転
な
ど
の
経
営
効
率

化
を
す
れ
ば
運
賃
が
低
く
な
る
の

で
は
、
経
営
努
力
に
対
す
る
逆
イ

ン
セ
ン
テ
イ
ブ
に
な
る
。

株
式
市
場
で
は
、
人
口
減
少
期

を
迎
え
る
鉄
道
事
業
の
将
来
性
は

な
い
か
の
論
調
が
み
ら
れ
る
が
、

適
正
な
運
賃
水
準
の
下
で
の
、
国

内
外
に
お
け
る
鉄
道
と
多
様
な
沿

線
事
業
の
組
み
合
わ
せ
と
、
そ
れ

に
よ
る
地
域
活
性
化
は
、
他
の
産

業
分
野
に
比
べ
て
、
持
続
性
の
あ

る
安
定
成
長
分
野
な
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
鉄
道
も
、
都
市
開
発
も

長
期
的
な
資
本
回
収
を
す
る
分
野
で
あ
り
、

短
期
的
収
益
を
求
め
る
株
主
の
意
見
に
従
っ

て
い
て
は
、
将
来
に
対
す
る
判
断
を
誤
る
こ

と
に
な
ろ
う
。

4 

人
材
・
技
術
力
と
国
際
化

少
子
化
と
若
者
の
職
業
選
択
の
変
化
に
加

え
て
、
働
き
方
改
革
の
影
響
で
、
鉄
道
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
部
門
な
ど
の
人
材
不
足
が
ま
す

ま
す
深
刻
に
な
る
。
こ
の
分
野
の
外
注
化
を

進
め
た
た
め
に
、
給
与
水
準
が
低
く
な
り
、

企
業
規
模
か
ら
も
若
者
の
新
期
採
用
が
よ
り

難
し
く
な
っ
た
。
外
国
人
の
採
用
に
向
か
う

も
の
の
、
い
い
人
材
の
確
保
と
適
切
な
教
育

実
施
は
容
易
で
は
な
い
。
外
国
人
と
共
に
働

き
、
指
導
で
き
る
日
本
人
の
現
場
職
員
の
育

成
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

本
年
度
よ
り
、JARTS

（
海
外
鉄
道
技

術
協
力
協
会
）
が
海
外
の
鉄
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
働
く
日
本
人
育
成
事
業
を
開
始
し
、
更

に
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
協
力
し
て
外
国
人
材
を

教
育
す
る
制
度
を
始
め
た
。
海
外
経
験
に
よ

り
、
視
野
が
広
が
り
、
専
門
家
と
し
て
の
能

力
を
高
め
、
外
国
人
と
働
く
こ
と
を
経
験

し
、
自
信
を
つ
け
る
な
ど
人
材
育
成
効
果
は

極
め
て
大
き
い
。
技
能
研
修
生
を
ブ
ロ
ー

カ
ー
任
せ
で
は
な
く
、
自
ら
人
選
し
、
彼
ら

を
現
場
で
指
導
で
き
る
よ
う
に
も
な
る
。
外

国
人
も
技
能
研
修
生
の
後
、
母
国
で
の
専
門

事
業
会
社
を
設
立
さ
せ
、
彼
ら
と
共
同
で
国

内
や
海
外
諸
国
で
の
事
業
展
開
を
す
れ
ば
、

研
修
生
の
イ
ン
セ
ン
テ
イ
ブ
と
な
り
、
日
本

の
鉄
道
会
社
に
と
っ
て
も
海
外
展
開
の
能
力

を
大
き
く
高
め
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う

な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は
鉄
建
建
設
で
実
行
さ

れ
て
お
り
、JAPACO

N

（
質
の
高
い
イ
ン

フ
ラ
輸
出
に
対
す
る
国
土
交
通
大
臣
表
彰
）

の
２
０
２
４
年
度
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
、
内
外
の
多
く
の
人
材
を

確
保
し
、
技
術
力
や
専
門
性
を
維
持
・
向
上

さ
せ
る
こ
と
が
、
事
業
の
発
展
に
つ
な
が
る

の
で
あ
る
。

鉄
道
市
場
で
の
競
争
力
に
関
し
て
、
設
定

ダ
イ
ヤ
で
は
な
く
列
車
間
隔
制
御
や
、
自
動

運
転
な
ど
で
後
れ
を
取
っ
て
い
る
が
、
こ
の

よ
う
な
投
資
に
対
す
る
運
賃
裁
定
上
の
配
慮

や
、
自
動
運
転
規
制
の
見
直
し
な
ど
、
技
術

革
新
の
遅
れ
を
取
り
戻
す
政
策
が
求
め
ら
れ

る
。
半
面
、
安
全
性
、
信
頼
性
、
効
率
性
や

沿
線
開
発
と
多
様
な
事
業
展
開
な
ど
我
が
国

の
鉄
道
運
営
に
対
す
る
国
際
的
評
価
は
高

い
。
こ
れ
ら
に
加
え
て
、
運
賃
収
受
シ
ス
テ

ム
の
技
術
開
発
や
そ
の
デ
ー
タ
活
用
に
よ
る

事
業
展
開
も
含
め
て
、
海
外
展
開
す
る
こ
と

が
、
鉄
道
会
社
に
と
っ
て
の
明
る
い
未
来
に

つ
な
が
る
で
あ
ろ
う
。

5 

防
災
対
策
　

防
災
対
策
も
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
首
都

圏
直
下
型
地
震
で
ど
こ
か
の
鉄
道
区
間
で
被

害
が
発
生
す
る
と
、
旅
客
は
別
の
路
線
に
転

換
し
、
想
定
外
の
駅
に
旅
客
集
中
が
発
生
す

る
。代
行
バ
ス
は
鉄
道
路
線
ご
と
で
は
な
く
、

他
社
の
路
線
へ
の
バ
ス
運
行
が
求
め
ら
れ
、

ま
た
阪
神
淡
路
大
震
災
の
時
に
派
遣
さ
れ
た

全
国
の
貸
し
切
り
バ
ス
は
、
規
制
緩
和
の
結

果
、
小
規
模
会
社
の
ツ
ア
ー
バ
ス
と
な
り
、

災
害
時
の
派
遣
は
困
難
で
あ
る
。
路
線
バ
ス

の
運
行
を
休
止
し
て
車
両
と
運
転
者
を
調
達

す
る
必
要
が
あ
る
が
、
緊
急
時
に
そ
の
よ
う

な
調
整
が
で
き
る
体
制
は
整
っ
て
い
な
い
。

地
球
環
境
に
よ
る
東
京
湾
の
水
位
上
昇
は

60
㎝
と
の
予
測
で
あ
る
が
、
そ
の
結
果
高
潮

や
津
波
高
さ
は
２
m
以
上
必
要
と
な
る
。
東

京
都
は
高
潮
堤
の
嵩
上
げ
を
決
定
し
た
が
、

河
川
堤
防
の
嵩
上
げ
な
し
に
は
下
町
の
ゼ
ロ

m
地
域
の
浸
水
は
避
け
ら
れ
ず
、
そ
の
結
果
、

地
下
鉄
網
は
都
心
ま
で
浸
水
し
、
車
両
避
難

な
し
に
は
地
下
鉄
車
両
が
数
年
間
運
行
不

能
に
な
る
。
車
両
を
事
前
に
避
難
さ
せ
る
た

J
R
東
海
道
線

2.5%

沿線以外から

他路線から

他路線へ流出
東
急
東
横
線

2.3%

東
急
田
園
都
市
線

0.9%

小
田
急
小
田
原
線

1.2%

京
王
本
線

2.2%

東
京
メ
ト
ロ
丸
ノ
内
線

5.0%

J
R
中
央
線

2.5%

西
武
新
宿
線

1.7%

西
武
池
袋
線

1.4%

東
武
東
上
線

1.5%

J
R
東
北
本
線

1.8%

東
京
メ
ト
ロ
南
北
線

4.5%

東
武
伊
勢
崎
線

1.4%

J
R
常
盤
線

1.8%

京
成
本
線

1.6%

東
武
野
田
線

1.8%

J
R
総
武
線

0.8%

東
京
メ
ト
ロ
東
西
線

3.3%

東京圏外から

他路線から流入

図4 　沿線別人口に対する転入超過数 (2015-2020)� 出典：運輸総合研究所　都市鉄道調査
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め
に
は
相
直
路
線
の
本
線
上
に
避
難
す
る
必

要
が
あ
り
、
水
害
前
か
ら
東
京
圏
の
鉄
道
網

が
マ
ヒ
す
る
こ
と
に
な
る
。
ゼ
ロ
m
地
域
の

人
々
は
24
時
間
前
か
ら
鉄
道
で
の
避
難
が
必

要
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
相
矛
盾
す
る
状

況
に
対
す
る
調
整
の
体
制
も
必
要
で
あ
る
。

３
．
東
京
メ
ト
ロ
の
特
性
と

　
　

事
業
展
開
へ
の
期
待

1 

東
京
メ
ト
ロ
の
特
性
と
可
能
性

特
性
の
第
１
は
、
都
心
を
カ
バ
ー
し
て
い

る
が
故
の
有
利
さ
と
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
の
大

き
さ
で
あ
る
。

23
区
が
転
入
人
口
超
過
で
あ
る
限
り
需
要

増
が
続
き
、
再
開
発
に
よ
る
オ
フ
ィ
ス
増
や

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
増
加
、
更
に
は
、
先

の
図
４
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
他
路
線
に
対
す

る
競
争
力
な
ど
、
良
好
な
経
営
環
境
が
維
持

さ
れ
て
い
る
。
在
宅
勤
務
と
人
々
の
行
動
変

容
に
よ
る
定
期
外
旅
客
の
回
復
が
遅
れ
て
い

る
が
、
本
年
度
に
は
コ
ロ
ナ
前
の
収
益
に
戻

る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
収
益
力
を
、

如
何
に
長
期
的
収
益
に
つ
な
が
る
投
資
戦
略

に
向
け
る
か
が
問
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

地
方
の
鉄
道
会
社
が
東
京
で
ホ
テ
ル
事
業
を

展
開
し
た
り
、
郊
外
部
で
の
マ
ン
シ
ョ
ン
建

設
が
進
ん
で
き
た
の
を
見
る
と
、
東
京
メ
ト

ロ
は
自
社
の
沿
線
以
外
に
も
非
鉄
道
事
業
の

余
地
は
あ
り
、
Ｍ
＆
Ａ
に
よ
る
事
業
展
開
も

あ
り
え
よ
う
。

東
京
メ
ト
ロ
の
第
２
の
特
性
は
、
ほ
と
ん

ど
の
路
線
が
相
互
直
通
路
線
と
な
っ
て
い
る

こ
と
で
あ
り
、
自
社
線
の
み
な
ら
ず
各
社
の

沿
線
の
活
性
化
が
東
京
メ
ト
ロ
に
と
っ
て
も

重
要
で
あ
る
。
か
つ
て
私
鉄
各
社
は
、
山
手

線
な
ど
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
の
乗
り
換
え
が
多

く
、
技
術
的
に
も
先
導
し
て
い
た
国
鉄
と
の

関
係
を
重
視
し
て
い
た
。
国
鉄
は
、
自
社
路

線
だ
け
で
は
な
く
、
首
都
圏
全
体
の
鉄
道
網

に
対
す
る
関
心
と
使
命
感
を
有
し
て
い
た
。

現
在
は
、
ダ
イ
ヤ
編
成
、
車
両
や
信
号
の
整

合
性
、
運
賃
収
受
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
相
互
直

通
す
る
東
京
メ
ト
ロ
と
の
関
係
が
最
も
重
視

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
立
場
に
あ
る
東

京
メ
ト
ロ
に
は
、
首
都
圏
の
鉄
道
網
全
体
に

対
し
、
ま
た
全
国
の
地
下
鉄
の
雄
と
し
て
も

技
術
的
、
制
度
的
な
先
導
役
と
し
て
の
使
命

感
と
役
割
を
社
員
が
自
覚
し
て
い
る
事
が
期

待
さ
れ
る
。

東
京
メ
ト
ロ
の
第
３
の
特
性
は
、
非
鉄
道

事
業
の
少
な
さ
で
あ
る
。
地
下
鉄
の
ほ
と
ん

ど
が
道
路
下
の
た
め
用
地
が
な
く
、
道
路
敷

地
内
で
の
非
鉄
道
事
業
の
営
業
が
規
制
さ
れ

て
い
た
の
で
、
多
様
な
事
業
展
開
の
余
地
が

少
な
か
っ
た
。
２
０
１
９
年
の
東
京
都
に
よ

る
、
地
下
鉄
駅
周
辺
開
発
に
際
し
て
地
下
の

歩
行
者
駅
前
広
場
の
建
設
を
す
べ
き
と
い
う

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
世
界
に
例
の
な
い
空
間
を

生
み
出
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
虎
ノ
門
新

駅
の
Ｕ
Ｒ
に
よ
る
新
た
な
事
業
ス
キ
ー
ム
と

道
路
事
業
と
の
協
同
は
、
地
下
と
２
階
レ
ベ

ル
の
歩
行
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
一
変
さ
せ

た
。
東
京
メ
ト
ロ
に
と
っ
て
、
再
開
発
事
業

に
合
わ
せ
た
地
下
空
間
の
活
用
や
、
再
開
発

ビ
ル
の
床
の
取
得
に
よ
り
、
非
鉄
道
事
業
の

空
間
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。

2 

東
京
メ
ト
ロ
へ
の
期
待

２
．
で
述
べ
た
都
市
圏
の
鉄
道
の
課
題

の
ほ
と
ん
ど
は
東
京
メ
ト
ロ
の
課
題
で
も
あ

る
。
混
雑
・
遅
延
対
策
と
早
期
回
復
策
、
運

賃
改
定
と
運
賃
収
受
シ
ス
テ
ム
、
自
動
運
転

と
移
動
閉
塞
な
ど
技
術
開
発
、
人
材
確
保
と

技
術
力
の
維
持
・
向
上
、
魅
力
的
空
間
づ
く

り
、
海
外
展
開
、
防
災
施
策
等
々
で
あ
る
。

加
え
て
、
線
路
空
間
を
生
か
し
た
事
業
へ

の
展
開
の
可
能
性
も
大
き
い
。
例
え
ば
、
か

つ
て
早
稲
田
駅
の
工
事
中
の
湧
水
を
副
都
心

線
で
目
黒
川
ま
で
通
し
て
お
り
、
埼
玉
高
速

鉄
道
埼
玉
ス
タ
ジ
ア
ム
線
で
は
荒
川
の
水
を

通
し
て
綾
瀬
川
の
浄
化
に
使
っ
て
い
る
。
現

在
下
水
容
量
は
75
㎜
の
降
水
量
対
応
を
目
標

に
し
て
い
る
が
、
50
㎜
が
限
界
で
あ
る
地
域

が
多
く
、
だ
か
ら
こ
そ
、
頻
繁
に
道
路
な
ど

が
冠
水
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
容
量
を
超
過

す
る
雨
水
は
下
水
処
理
場
を
経
由
せ
ず
に
河

川
や
海
に
垂
れ
流
さ
れ
、
汚
染
物
が
堆
積
し

て
い
る
。
こ
の
た
め
再
開
発
ビ
ル
な
ど
で
は

雨
水
貯
留
槽
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
が
、
雨
水
利
用
に
必
要
な
以
上
を
流
す
パ

イ
プ
が
あ
れ
ば
、
貯
留
槽
は
小
さ
く
で
き
て

建
築
物
の
効
率
化
と
な
り
、
ま
た
道
路
の
冠

水
も
減
少
す
る
の
で
あ
る
。

も
う
一
つ
の
対
象
は
、
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
あ
る
。
鉄
道
通
信
の
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
残
容
量
だ
け
で
は
な
く
、
新
た
な
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
東
京
メ
ト
ロ
と
Ｊ
Ｒ
東
日

本
と
Ｊ
Ｒ
東
海
の
新
幹
線
の
路
線
に
設
置

す
れ
ば
、
多
く
の
企
業
と
我
が
国
の
半
分
以

上
の
人
口
を
カ
バ
ー
し
、
全
国
的
通
信
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
容
量
不
足
に
貢
献
で
き
る
。
電
力

も
通
信
も
、
独
占
的
な
企
業
が
保
有
し
て
い

た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
使
用
料
金
を
競
争
企
業

育
成
の
た
め
に
規
制
し
た
結
果
、
今
は
そ
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
容
量
が
不
足
し
て
い
る
。
５

Ｇ
の
全
国
展
開
や
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
た
め

に
は
通
信
容
量
の
拡
充
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

４
．
お
わ
り
に

東
京
圏
の
鉄
道
網
の
機
能
低
下
は
す
な

わ
ち
我
が
国
の
活
力
低
下
を
招
く
も
の
で
あ

り
、
そ
の
成
長
に
は
時
代
に
合
わ
せ
た
鉄
道

網
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ

に
反
す
る
の
が
、
都
市
鉄
道
は
概
成
し
た
と

い
う
思
考
や
、
予
算
が
な
い
か
ら
整
備
は
不

可
能
だ
と
い
う
論
議
で
あ
る
。
例
え
ば
、
大

宮
・
新
宿
間
の
新
幹
線
な
し
に
は
、
北
海
道
、

東
北
、
上
越
、
北
陸
方
向
の
容
量
確
保
と
安

定
的
輸
送
に
支
障
が
あ
る
こ
と
は
専
門
家
に

は
理
解
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
臨
海
地
下
鉄
整

備
と
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
延
伸
が
大
き
な

効
果
を
も
た
ら
し
、
そ
の
一
体
整
備
な
し
に

は
臨
海
地
下
鉄
の
車
両
基
地
の
整
備
が
難
し

い
こ
と
も
理
解
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
採
算
性
が
取
れ
な
い
と
か
、
建

設
費
が
高
い
と
い
う
理
由
で
意
思
決
定
さ
れ

ず
に
先
延
ば
し
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
鉄
道
会
社
は
鉄
道
と
沿
線
で
の
多

様
な
事
業
経
験
を
生
か
し
た
海
外
展
開
の
大

き
な
可
能
性
を
有
し
、
海
外
か
ら
も
歓
迎
さ

れ
て
い
る
。
人
口
減
少
で
将
来
性
が
な
い
か

の
議
論
に
捉
わ
れ
る
こ
と
な
く
次
世
代
へ
の

成
長
に
対
す
る
努
力
を
期
待
し
た
い
。
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東京メトロ銀座線・上野駅のホームに立つ小坂社長。

次
の「
あ
た
り
ま
え
」と「
ワ
ク
ワ
ク
」を

［
東
京
メ
ト
ロ
が
目
指
す
未
来
に
向
け
て
］

特
　
集

取材・文◉清水友樹／撮影◉織本知之

東
京
地
下
鉄
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長 

社
長
執
行
役
員

小
坂
彰
洋

A
kihiro K

O
SA

K
A

　

首
都
・
東
京
の
大
動
脈
と
し
て
日
々
、
膨
大
な
人
々
の

移
動
を
支
え
て
き
た
東
京
地
下
鉄
。
東
京
メ
ト
ロ
の
愛
称

で
親
し
ま
れ
、
２
０
２
４
年
10
月
に
東
証
プ
ラ
イ
ム
市
場

へ
の
株
式
上
場
を
果
た
し
た
同
社
は
今
、
大
き
な
転
換
点

に
立
っ
て
い
る
。
都
市
構
造
の
変
化
、
経
営
環
境
の
変

化
、
そ
し
て
地
下
鉄
の
社
会
的
役
割
の
変
化
。
新
た
な
時

代
に
「
安
全
・
安
定
輸
送
」
と
「
未
来
志
向
の
投
資
」
を

両
立
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
の
は
、〝
あ
た
り
ま
え
〟
の

再
定
義
だ
っ
た
─
─
。
２
０
２
５
年
６
月
よ
り
新
社
長
に

正
式
就
任
し
、
技
術
者
と
し
て
も
豊
富
な
現
場
経
験
を
も

つ
小
坂
社
長
が
、
東
京
メ
ト
ロ
の
こ
れ
か
ら
を
語
る
。

東
京
を

走
ら
せ
る
力

新
た
な
ビ
ジ
ョ
ン
で

加
速
す
る

TOP 
INTERVIEW
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特　集 次の「あたりまえ」と「ワクワク」を
［東京メトロが目指す未来に向けて］

新・ビ
ジ
ョ
ン
に
込
め
た
思
い

―
―
社
長
就
任
に
先
立
っ
て
、
中
期
経
営
計

画
を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。「
次
の
『
あ
た
り
ま

え
』
と
『
ワ
ク
ワ
ク
』
を
」
と
い
う
ビ
ジ
ョ

ン
に
込
め
た
思
い
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

小
坂　

今
回
の
中
期
経
営
計
画
を
つ
く
る
に

あ
た
っ
て
、
経
営
指
針
の
構
造
そ
の
も
の
を

大
き
く
見
直
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
、
グ

ル
ー
プ
理
念
が
頂
点
に
あ
り
、
そ
こ
に
計
画

が
ぶ
ら
下
が
る
と
い
う
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
型
の

構
造
で
し
た
が
、
今
回
は
中
心
に
「
東
京
を

走
ら
せ
る
力
」
と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
据

え
、
そ
こ
か
ら
円
状
に
広
が
る
よ
う
に
「
ビ

ジ
ョ
ン
（
実
現
し
た
い
未
来
）」「
バ
リ
ュ
ー

（
約
束
す
る
価
値
）」「
ス
ピ
リ
ッ
ト
（
大
切

に
す
る
精
神
）」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

じ
つ
は
、
こ
れ
ま
で
当
社
に
は
「
ビ
ジ
ョ

ン
」
を
一
言
で
表
す
文
言
が
な
か
っ
た
の

で
、
あ
ら
た
め
て
私
た
ち
が
実
現
し
た
い
未

来
を
一
言
で
表
現
し
た
の
が
、「
次
の
『
あ

た
り
ま
え
』
と
『
ワ
ク
ワ
ク
』
を
」
で
す
。

―
―
「
あ
た
り
ま
え
」
と
い
う
言
葉
に
は
、

鉄
道
事
業
者
と
し
て
の
矜
持
が
あ
る
よ
う
に

感
じ
ま
す
。

小
坂　

そ
の
通
り
で
す
。「
あ
た
り
ま
え
を

バ
カ
に
し
な
い
で
、
ち
ゃ
ん
と
や
る
」
と
い

う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
鉄
道
と
い
う
事
業

に
お
い
て
は
、〝
凡
事
徹
底
〟
が
極
め
て
重

要
で
す
。
そ
れ
が
な
け
れ
ば
、
毎
日
決
ま
っ

た
時
間
に
電
車
が
来
る
と
い
う
「
あ
た
り
ま

え
」
は
実
現
で
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
そ
の
「
あ
た
り
ま
え
」
の
レ
ベ

ル
が
ず
っ
と
同
じ
で
は
、
時
代
に
つ
い
て
い

け
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、「
次
の
『
あ
た

り
ま
え
』」
と
い
う
言
葉
に
し
た
の
で
す
。

た
と
え
ば
、
か
つ
て
地
下
鉄
車
両
に
は
冷

房
が
な
く
、
窓
を
開
け
て
我
慢
し
て
乗
る
の

が
当
然
で
し
た
。
し
か
し
今
で
は
、
冷
暖
房

完
備
は
、
当
た
り
前
で
す
。
ま
た
、
昔
は
、

地
下
鉄
に
乗
る
と
、
携
帯
電
話
が
圏
外
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
今
は
ネ
ッ
ト
が
使

え
る
の
は
当
た
り
前
で
す
。
そ
ん
な
地
道
な

取
り
組
み
の
積
み
重
ね
が
今
の
快
適
さ
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
今
年
度
中
に
は
、
現
在
ホ
ー
ム

の
新
設
工
事
を
進
め
て
い
る
南
砂
町
駅
を
除

く
全
駅
に
ホ
ー
ム
ド
ア
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

そ
う
な
れ
ば
、
ホ
ー
ム
か
ら
の
転
落
や
列
車

と
の
接
触
事
故
は
、
起
こ
ら
な
く
な
る
で

し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
安
全
の
「
あ
た
り

ま
え
」
も
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

世
界
に
目
を
向
け
る
と
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
の
タ
ッ
チ
決
済
は
か
な
り
普
及
し
て

い
ま
す
。
東
京
メ
ト
ロ
で
も
、
東
京
メ
ト
ロ

24
時
間
券
を
対
象
に
す
で
に
タ
ッ
チ
決
済
や

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
導
入
し
て
い
ま
す
が
、
２
０

２
６
年
春
に
は
タ
ッ
チ
決
済
に
よ
る
後
払
い

乗
車
サ
ー
ビ
ス
も
開
始
す
る
予
定
で
す
。

海
外
事
業
者
が
「
あ
た
り
ま
え
」
の
水
準

を
上
げ
れ
ば
、
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
し
て
い
き

ま
す
し
、
さ
ら
に
い
え
ば
、
先
行
で
き
る
よ

う
し
た
い
。
そ
の
た
め
に
も
、
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
う
し
た
「
あ
た
り
ま
え
」
の
基
準
を
一

段
上
へ
引
き
上
げ
る
こ
と
で
、
東
京
メ
ト
ロ

が
社
会
に
と
っ
て
不
可
欠
な
存
在
に
な
っ
て

い
く
、
そ
の
思
い
を
強
く
し
て
い
ま
す
。

―
―
「
あ
た
り
ま
え
」
と
並
ん
で
、「
ワ
ク
ワ

ク
」
と
い
う
言
葉
も
印
象
的
で
す
。
ど
ん
な

思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

小
坂　
「
あ
た
り
ま
え
」
は
大
切
で
す
が
、

そ
れ
だ
け
で
は
面
白
く
あ
り
ま
せ
ん
。
地
下

鉄
と
い
う
存
在
そ
の
も
の
が
、
お
客
様
に

と
っ
て
〝
ワ
ク
ワ
ク
す
る
も
の
〟
に
な
っ
て

ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
普
段
使
っ
て
い
る
路
線
で

も
、
単
に
目
的
地
へ
移
動
す
る
た
め
の
手
段

で
は
な
く
、
移
動
そ
の
も
の
に
ち
ょ
っ
と
し

た
楽
し
み
を
見
い
だ
し
て
も
ら
い
た
い
。
そ

う
思
っ
て
、
２
つ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
で
「
ワ
ク
ワ

ク
」
を
生
み
出
そ
う
と

し
て
い
ま
す
。

ひ
と
つ
は
、
目
的
地

の
魅
力
を
高
め
る
こ
と

で
す
。
私
た
ち
の
路
線

の
先
に
、「
あ
そ
こ
で

遊
び
た
い
」「
買
い
物

を
し
た
い
」
と
思
え
る

場
所
が
増
え
れ
ば
、
結

果
的
に
定
期
外
の
お

客
様
も
増
え
て
い
き
ま

す
。
こ
れ
は
私
た
ち
だ

け
で
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
自
治
体
や
企
業
と

連
携
し
な
が
ら
、
都
市

全
体
の
価
値
を
高
め
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
乗
車
そ
の
も
の
を
楽
し

み
に
し
て
い
た
だ
く
方
向
性
で
す
。
２
０
２

５
年
４
月
４
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
、
体
験

型
街
歩
き
イ
ベ
ン
ト
「
メ
ト
ロ
タ
イ
ム
ゲ
ー

ト 

光
の
柱
（
ル
ミ
ナ
ス
ラ
イ
ン
）」
を
実
施

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
参
加
者
自
身
が
漫
画

の
主
人
公
と
な
っ
て
、
謎
解
き
や
暗
号
解
読

を
し
な
が
ら
漫
画
を
完
成
さ
せ
て
い
く
と
い

う
企
画
で
す
。

東
京
メ
ト
ロ
の
駅
や
街
を
め
ぐ
り
な
が

ら
、
東
京
を
舞
台
に
、
１
日
楽
し
ん
で
い
た

だ
く
よ
う
な
仕
掛
け
を
今
後
も
積
極
的
に
展

開
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
中
期
経
営
計
画
で
は
、
鉄
道
以
外
の
事

社員軸

未来軸

ステーク
ホルダー軸

日々果たすべき
使 命

東京を走らせる力
ミッション
（グループ理念）

実現したい
未 来

ビジョン

約束する
価 値

バリュー
大切にする
精 神

スピリット

■東京メトログループの経営指針
※ 2025～2027 中期経営計画

「Run ！～次代を翔けろ」より
作成。
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入
し
て
、
事
業
領
域
を
広
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

現
段
階
で
、
ど
ん
な
価
格
帯
の
ホ
テ
ル
に

な
る
の
か
な
ど
具
体
的
な
こ
と
は
決
ま
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
今
後
詳
細
を
発
表
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
非
鉄
道
事
業
の
強
化
が
進
む
一
方
で
、

鉄
道
事
業
も
引
き
続
き
重
要
な
柱
だ
と
思
い

ま
す
。
コ
ロ
ナ
後
の
乗
客
動
向
を
ど
う
捉
え

て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

小
坂　

コ
ロ
ナ
前
と
比
べ
て
、
利
用
者
数
は

か
な
り
戻
っ
て
き
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
テ

レ
ワ
ー
ク
の
普
及
な
ど
の
影
響
で
、
定
期
利

用
の
お
客
様
が
以
前
の
水
準
に
戻
る
の
は
難

し
い
と
見
て
い
ま
す
。

と
は
い
え
、
東
京
23
区
の
夜
間
人
口
は
２

０
４
５
年
ま
で
増
加
す
る
と
国
立
社
会
保

障
・
人
口
問
題
研
究
所
も
予
測
し
て
い
ま
す

し
、
都
心
の
オ
フ
ィ
ス
需
要
も
依
然
と
し
て

高
い
。
と
く
に
都
心
３
区
で
は
、
オ
フ
ィ
ス

ビ
ル
の
供
給
が
進
む
な
か
で
、
空
室
率
は
低

下
傾
向
で
す
。
昼
間
人
口
の
増
加
は
、
私
た

ち
に
と
っ
て
〝
追
い
風
〟
だ
と
捉
え
て
い
ま

す
。一

方
で
、
定
期
外
の
お
客
様
は
、
コ
ロ
ナ

前
よ
り
も
増
え
て
い
ま
す
。
こ
の
動
き
は
非

常
に
重
要
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
今
後
の
成
長

余
地
は
ま
さ
に
こ
の
〝
定
期
外
〟
の
領
域
に

あ
る
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。

―
―
と
は
い
え
、
環
境
の
変
化
に
応
じ
た
柔

軟
な
対
応
も
必
要
で
す
。
ど
ん
な
施
策
を
お

考
え
で
し
ょ
う
か
。

の
再
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進

め
て
い
ま
す
。
２
０
３
０
年
代

半
ば
の
完
成
に
向
け
て
、
台
東

区
や
東
京
都
、
地
域
の
皆
様
と

話
し
合
い
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

こ
の
エ
リ
ア
は
、
Ｊ
Ｒ
上
野

駅
の
東
側
に
位
置
し
て
い
ま
す

が
、
文
化
施
設
が
集
中
し
て
い

る
西
側
（
上
野
恩
賜
公
園
な
ど
）

に
比
べ
る
と
訪
問
客
が
少
な
い

の
で
、
観
光
等
で
上
野
を
訪
れ

た
方
々
に
、「
あ
ち
ら
側
に
も

行
っ
て
み
よ
う
」
と
思
っ
て
も

ら
え
る
再
開
発
を
目
指
し
ま
す
。

現
在
、
渋
谷
駅
周
辺
で
大
規

模
な
再
開
発
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
銀
座
線
の
渋
谷
駅
整
備

と
あ
わ
せ
て
、
歩
行
者
空
間
の

改
善
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

以
前
は
宮
益
坂
方
面
と
道
玄
坂

方
面
を
行
き
来
す
る
に
は
坂
を

上
下
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
完
成
後
は

同
じ
レ
ベ
ル
で
水
平
移
動
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
人
流
が
変
わ
る
こ
と
で
街
も
大
き

く
変
わ
っ
て
い
く
。
上
野
で
も
同
じ
よ
う
な

効
果
を
生
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

―
―
２
０
２
５
年
４
月
に
は
、
ホ
テ
ル
運
営

事
業
へ
の
参
画
を
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

小
坂　

こ
れ
ま
で
私
た
ち
は
、
外
部
の
ホ
テ

ル
経
営
・
運
営
会
社
に
自
社
で
保
有
す
る
不

動
産
を
貸
し
出
す
ビ
ジ
ネ
ス
は
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、
今
後
は
自
ら
ホ
テ
ル
の
運
営
に
参

業
領
域
へ
の
注
力
も
打
ち
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
方
向
性
を
描
い
て
い
ま
す
か
。

小
坂　

鉄
道
事
業
だ
け
で
な
く
、
収
益
の
柱

と
し
て
非
鉄
道
事
業
を
育
て
て
い
く
、
な
か

で
も
不
動
産
事
業
に
注
力
し
て
い
き
ま
す
。

と
い
う
の
も
、
不
動
産
の
比
率
が
高
い
他

の
鉄
道
会
社
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
鉄
道
利
用
が

激
減
し
た
と
き
で
も
不
動
産
賃
料
の
収
入
が

あ
っ
た
こ
と
で
、
経
営
へ
の
シ
ョ
ッ
ク
を
緩

和
で
き
て
い
た
と
い
う
教
訓
を
得
た
た
め
で

す
。大

規
模
な
も
の
と
し
て
、
東
上
野
四
丁
目

小
坂　

こ
れ
か
ら
は
、〝
通
勤
の
た
め
に
乗

る
電
車
〟
だ
け
で
な
く
、〝
ど
こ
か
に
行
き

た
く
な
る
電
車
〟
を
目
指
し
ま
す
。

た
と
え
ば
、
沿
線
の
商
業
施
設
と
連
携
し

て
、
ク
ー
ポ
ン
と
乗
車
券
を
セ
ッ
ト
に
し
た

商
品
を
開
発
す
る
。
あ
る
い
は
、
イ
ベ
ン
ト

を
企
画
し
て
、「
東
京
メ
ト
ロ
に
乗
っ
て
遊

び
に
行
こ
う
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
体
験
を
つ
く
る
。
そ
う
し
た
施
策
を
通
じ

て
、
定
期
外
の
利
用
を
拡
大
し
て
い
き
ま

す
。イ

ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
に
は
、
東
京
都
交
通

局
と
連
携
し
て
、
東
京
メ
ト
ロ
と
都
営
地

下
鉄
の
全
線
が
乗
り
放
題
に
な
る
「Tokyo 

Subw
ay Ticket

」
を
オ
ン
ラ
イ
ン
販
売
し

て
お
り
、
訪
日
外
国
人
の
方
々
か
ら
好
評
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

定
期
外
収
入
の
う
ち
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
比

率
は
５
％
程
度
で
す
。
政
府
は
２
０
３
０
年

に
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
６
０
０
０
万
人
と

い
う
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
が
、
２
０
２
４

年
時
点
で
は
ま
だ
３
６
８
７
万
人
。
そ
の
意

味
で
は
、
ま
だ
成
長
が
見
込
め
る
わ
け
で
す
。

鉄
道
事
業
は
固
定
費
の
比
率
が
非
常
に
高

い
構
造
で
す
。
お
客
様
が
１
％
増
え
る
だ
け

で
も
利
益
は
大
き
な
上
乗
せ
に
な
り
ま
す
。

そ
の
意
味
で
も
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
非
常
に

重
要
な
成
長
要
素
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
２
０
２
４
年
10
月
に
東
京
証
券
取
引
所

へ
上
場
さ
れ
ま
し
た
。
従
来
の
国
・
都
に
よ

る
出
資
体
制
か
ら
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

小
坂　

従
来
は
国
と
東
京
都
の
２
者
の
み
が

株
主
で
し
た
が
、
現
在
で
は
26
万
人
を
超
え
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特　集 次の「あたりまえ」と「ワクワク」を
［東京メトロが目指す未来に向けて］

る
株
主
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
６

月
に
初
め
て
多
く
の
株
主
が
参
加
す
る
株
主

総
会
を
開
催
し
、
多
く
の
ご
意
見
・
ご
質
問

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
東
京
メ
ト
ロ
ユ
ー

ザ
ー
の
個
人
株
主
の
参
加
も
多
く
、
私
た
ち

に
大
き
な
期
待
を
持
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る

と
感
じ
ま
し
た
。

一
方
で
、
機
関
投
資
家
と
の
対
話
も
進
め

て
い
ま
す
。
彼
ら
は
中
長
期
的
な
視
点
で
、

東
京
メ
ト
ロ
の
真
の
企
業
価
値
を
見
極
め
て

お
ら
れ
ま
す
の
で
、
議
論
を
通
じ
て
私
た
ち

自
身
に
も
多
く
の
気
づ
き
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
、
丁
寧
に
対
話
を
重
ね
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
上
場
後
、
社
内
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
も
確
実
に
上
が
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

社
員
が
従
業
員
持
株
会
を
通
じ
て
自
社
株
を

保
有
し
て
い
る
こ
と
で
、
社
員
が
自
社
の
事

業
に
誇
り
を
持
ち
、
主
体
的
に
関
わ
っ
て
い

く
こ
と
が
、
結
果
的
に
企
業
価
値
を
高
め
、

株
主
還
元
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
。
そ
う
し

た
好
循
環
を
生
み
出
せ
る
組
織
に
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
完
全
民
営
化
の
見
通
し
に
つ
い
て
も
お

伺
い
し
て
も
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。

小
坂　

は
い
。
東
京
地
下
鉄
株
式
会
社
法
に

は
、
将
来
的
に
国
と
東
京
都
が
い
ず
れ
全
株

式
を
売
却
し
、
最
終
的
に
は
こ
の
法
律
を
廃

止
す
る
と
い
う
規
定
が
あ
り
ま
す
。
で
す
か

ら
、
完
全
民
営
化
は
既
定
路
線
で
す
。

た
だ
し
、
有
楽
町
線
・
南
北
線
の
延
伸
工

事
に
は
、
補
助
金
も
含
め
た
公
的
支
援
が
投

入
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
国
土
交
通

省
の
審
議
会
答
申
に
お
い
て
は
、
工
事
期
間

中
は
国
と
東
京
都
が
引
き
続
き
50
％
の
株
式

を
保
有
し
、
事
業
の
安
定
性
を
確
保
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
、
完
全
民
営
化
は
も
う
少
し
先
の
話
に
な

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

―
―
社
内
風
土
に
つ
い
て
も
お
伺
い
し
ま
す
。

社
長
就
任
後
に
何
か
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
。

小
坂　

社
長
に
就
任
し
て
ま
ず
意
識
し
た
の

は
、「
言
い
や
す
い
文
化
」
を
つ
く
る
こ
と

で
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
就
任
翌
日
か
ら

「
社
長
で
は
な
く
、
小
坂
さ
ん
と
呼
ん
で
く

だ
さ
い
」
と
社
員
に
伝
え
ま
し
た
。

20
年
前
で
あ
れ
ば
、
現
場
に
社
長
が
来
る

と
、
誰
も
が
緊
張
し
て
声
も
か
け
ら
れ
な
い

空
気
も
あ
り
ま
し
た
が
、
だ
い
ぶ
変
わ
り
ま

し
た
。
な
か
に
は
、「
エ
ア
コ
ン
が
壊
れ
た

の
で
、
早
く
直
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
っ
た

要
望
ま
で
伝
え
て
く
れ
る
ほ
ど
で
す
（
笑
）。

こ
れ
ま
で
は
上
か
ら
の
指
示
が
強
く
反
映

さ
れ
る
文
化
で
し
た
が
、
今
は
現
場
か
ら
の

声
を
ど
れ
だ
け
拾
え
る
か
が
重
要
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
管
理
職
に
は
上
司
と
部
下
に
よ

る
１
ｏ
ｎ
１
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
、
し
っ
か
り

話
を
聞
く
よ
う
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

私
に
社
員
が
何
か
を
伝
え
て
く
れ
た
ら
、

「
わ
か
り
ま
し
た
、
担
当
部
署
に
言
っ
て
お

き
ま
す
」
と
返
し
ま
す
。
そ
し
て
「
あ
な
た

も
上
司
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
」
と
伝
え
る
。

組
織
の
上
と
下
か
ら
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
の
よ
う

に
伝
え
る
こ
と
で
、
物
事
が
ス
ム
ー
ズ
に
進

め
ば
そ
れ
で
い
い
。
組
織
の
上
下
か
ら
伝
わ

る
情
報
が
一
致
し
て
い
る
会
社
は
健
全
だ
と

思
い
ま
す
。
逆
に
、
上
か
ら
聞
い
た
話
と
、

現
場
で
聞
い
た
話
が
食
い
違
う
組
織
は
、
ど

こ
か
に
問
題
を
抱
え
て
い
る
可
能
性
が
あ

る
。
で
す
か
ら
、「
現
場
で
聞
く
話
が
驚
き

で
は
な
い
」
と
い
う
状
態
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

―
―
今
後
、
労
働
力
人
口
が
減
少
し
て
い
き

ま
す
。
人
材
確
保
に
つ
い
て
の
お
考
え
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

小
坂　

採
用
担
当
者
だ
け
が
頑
張
っ
て
も
、

人
材
は
集
ま
り
ま
せ
ん
。
や
は
り
社
員
全
体

の
処
遇
を
改
善
す
る
こ
と
が
、
魅
力
あ
る
職

場
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。
人
材
確
保
が

難
し
い
職
種
に
は
、
一
定
の
優
遇
も
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
保
守
・
点
検
な
ど
の
分
野
で
多
く

の
協
力
会
社
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
方
々
の
待
遇
に
つ
い
て
も
、
し
っ

か
り
向
き
合
う
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

同
時
に
、
労
働
人
口
が
減
少
し
て
い
く
な

か
で
同
じ
品
質
を
維
持
す
る
に

は
、
ど
こ
か
で
業
務
の
省
力
化

を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、
毎
月
点
検
が
必

要
な
設
備
で
も
、
セ
ン
サ
ー
な

ど
を
使
っ
て
24
時
間
遠
隔
監
視

が
で
き
れ
ば
、
現
場
に
行
く
頻

度
を
減
ら
せ
ま
す
。
異
常
値
が

出
た
際
に
ア
ラ
ー
ト
が
発
報
さ

れ
る
よ
う
な
し
く
み
を
つ
く
れ

ば
、
故
障
前
の
段
階
で
手
を
打

て
る
よ
う
に
な
る
。
そ
う
い
う

意
味
で
、
先
を
見
据
え
た
投
資
は
惜
し
む
べ

き
で
は
な
い
と
い
う
考
え
で
す
。

―
―
最
後
に
、
２
０
３
０
年
代
を
見
据
え
た

未
来
像
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

小
坂　

現
在
、
２
０
３
０
年
代
半
ば
の
開
業

を
目
指
し
て
、
有
楽
町
線
と
南
北
線
の
延
伸

工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
設
計
の
ス

ペ
ッ
ク
を
今
の
感
覚
で
決
め
て
し
ま
う
と
完

成
し
た
と
き
に
時
代
遅
れ
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。
で
す
か
ら
、
長
く
通
用
す
る
サ
ー
ビ
ス

や
機
能
を
想
定
し
て
、
未
来
を
先
取
り
し
た

設
計
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

延
伸
工
事
は
新
線
と
違
っ
て
、
既
存
の
シ

ス
テ
ム
と
の
連
携
も
求
め
ら
れ
ま
す
の
で
、

〝
未
来
志
向
〟
と
〝
現
実
と
の
整
合
性
〟
の

バ
ラ
ン
ス
を
と
ら
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

東
京
の
進
化
と
と
も
に
、
東
京
メ
ト
ロ
も

変
わ
っ
て
い
く
。
そ
の
な
か
で
「
次
の
あ
た

り
ま
え
」
を
生
み
出
し
、「
次
の
ワ
ク
ワ
ク
」

を
届
け
る
こ
と
こ
そ
が
、
私
た
ち
の
使
命
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
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進
化
す
る
安
全・安
定
輸
送
と 

サ
ー
ビ
ス
提
供

東
京
メ
ト
ロ
は
鉄
道
事
業
の
安
全
性
・
利

便
性
向
上
を
第
一
に
取
組
む
こ
と
を
前
提

に
、
ホ
ー
ム
ド
ア
の
設
置
（
２
０
２
５
年
度

中
に
全
駅
設
置
予
定
。
た
だ
し
ホ
ー
ム
の
新

設
工
事
中
の
南
砂
町
駅
を
除
く
）、
自
然
災

害
対
策
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
な
ど
、
安
全

対
策
の
強
化
を
着
実
に
進
め
て
き
た
。

新
・
中
期
経
営
計
画
に
お
け
る
鉄
道
事
業

の
戦
略
に
つ
い
て
、
専
務
執
行
役
員
で
鉄
道

本
部
長
で
あ
る
小
川
孝
行
氏
は
「
従
来
か
ら

の
『
安
全
・
安
定
輸
送
を
さ
ら
に
進
化
さ
せ

る
』
と
と
も
に
、
お
客
様
の
体
験
価
値
を
最

大
化
さ
せ
る
『
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
目
指

す
』
方
針
を
掲
げ
た
」
と
い
う
。

東
京
メ
ト
ロ
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
整
備
に
注

目
す
る
と
、
各
駅
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置

し
て
い
る
ほ
か
、
視
覚
障
が
い
者
向
け
の
ナ

ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
「
す
べ
て
の
お
客
様
に

安
心
な
移
動
手
段
」
を
実
現
す
る
姿
勢
が
鮮

明
だ
。
駅
構
造
や
動
線
の
複
雑
さ
と
い
う
課

題
は
一
部
に
残
る
も
の
の
、
実
用
面
に
お
い

て
、
質
と
量
の
両
面
で
高
水
準
を
維
持
し
て

お
り
、「
移
動
等
円
滑
化
取
組
計
画
」
に
基

づ
く
段
差
・
隙
間
の
縮
小
や
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
ト
イ
レ
の
整
備
も
着
実
に
進
め
て
い

る
。
加
え
て
「
新
技
術
の
導
入
や
、
メ
ト
ポ

Ｉ
Ｄ
を
活
用
し
た
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
、
ア
プ
リ
を
介
し
た
情
報
提
供
の
一
元
化

な
ど
、
お
客
様
の
利
便
性
や
快
適
性
を
高
め

る
取
組
み
も
重
要
」（
小
川
氏
）
で
あ
る
と

い
う
。

新
技
術
と
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
向
上

ま
ず
、
利
便
性
・
快
適
性
を
高
め
る
点
で
、

今
後
定
時
運
行
性
向
上
が
期
待
さ
れ
る
の

が
、
２
０
２
４
年
12
月
よ
り
丸
ノ
内
線
で
導

入
し
た
Ｃ
Ｂ
Ｔ
Ｃ
（
無
線
式
列
車
制
御
シ
ス

テ
ム
）
だ
。
そ
の
運
用
状
況
に
つ
い
て
小
川

氏
は
「
現
場
か
ら
は
、
ダ
イ
ヤ
乱
れ
が
早
期

に
回
復
し
や
す
く
な
っ
た
、
遅
延
に
よ
る
運

転
士
の
心
理
的
負
担
が
軽
減
し
た
、
と
い
っ

た
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
」
と
話
す
。

高
い
遅
延
回
復
効
果
が
Ｃ
Ｂ
Ｔ
Ｃ
の
特
長

で
あ
る
が
、
今
後
、
導
入
が
予
定
さ
れ
て
い

る
日
比
谷
線
・
半
蔵
門
線
（
２
０
２
６
・
２

０
２
８
年
度
を
予
定
）
に
は
相
互
直
通
運
転

が
あ
り
、
他
社
と
の
連
携
は
欠
か
せ
な
い
。

小
川
氏
は
「
他
社
鉄
道
に
は
踏
切
が
あ
る
点

な
ど
当
社
と
条
件
が
異
な
り
ま
す
。
東
京

メ
ト
ロ
の
知
見
を
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
つ

つ
、
知
恵
を
出
し
合
っ
て
解
決
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
課
題
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
車

両
床
下
に
積
む
機
器
を
シ
ン
プ
ル
な
構
成
に

で
き
る
効
果
も
見
据
え
て
、
Ｃ
Ｂ
Ｔ
Ｃ
の
仕

様
共
通
化
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
」と
語
る
。

Ｃ
Ｂ
Ｔ
Ｃ
の
導
入
に
よ
り
、
軌
道
短
絡
と
呼

ば
れ
る
信
号
ト
ラ
ブ
ル
の
軽
減
等
、
安
定
性

安
全
と
サ
ー
ビ
ス
の
両
輪
で

向
上
し
続
け
る

「
あ
た
り
ま
え
」の
品
質

　

２
０
２
５
年
度
か
ら
始
動
し
た
新
・
中
期
経
営
計
画
の
ス
ピ
リ
ッ
ト
に
掲
げ
ら
れ
て
い

る
の
が
、「
た
ゆ
み
な
き
『
安
全
』
の
追
求
」
と
「
質
の
高
い
『
サ
ー
ビ
ス
』
の
提
供
」

だ
。
９
路
線
１
９
５
㎞
の
運
行
を
担
い
、
こ
れ
ま
で
東
京
と
い
う
巨
大
都
市
の
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
を
支
え
て
き
た
東
京
メ
ト
ロ
は
今
、
最
先
端
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
取
り
込
み
、
鉄
道

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
革
新
に
挑
ん
で
い
る
。
効
率
を
追
い
求
め
る
だ
け
で
な
く
、
人
と
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
融
合
に
よ
っ
て
、
未
来
の
都
市
交
通
は
ど
う
変
わ
っ
て
い
く
の
か
。
そ
の

戦
略
と
展
望
を
聞
い
た
。

取
材
・
文
◉
清
水
友
樹
・
み
ん
て
つ
編
集
室
／
撮
影
◉
小
野
田
麻
里
／
写
真
画
像
提
供
◉
東
京
地
下
鉄
株
式
会
社（
東
京
メ
ト
ロ
）

2026年度にCBTCを導入予定の東京メトロ日比谷線を走る13000系車両。

代表取締役・専務執行役員 
鉄道本部長 

小川孝行
Takayuki OGAWA

■駅ホームのデプスカメラと計測情報

複眼レンズで車両を撮影し、列車の混雑をリア
ルタイムで計測・可視化できるデプスカメラ。
AI を活用し算出されたデータは、「移動のしや
すさ」や「わたし好みの東京」をキーワードに
運行状況などを提供する「東京メトロ my!」ア
プリに随時反映される。

REPORT.1
次
の「
あ
た
り
ま
え
」と「
ワ
ク
ワ
ク
」を

［
東
京
メ
ト
ロ
が
目
指
す
未
来
に
向
け
て
］

特
　
集
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特　集 次の「あたりまえ」と「ワクワク」を
［東京メトロが目指す未来に向けて］

の
向
上
の
効
果
も
期
待
さ
れ
る
。

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
分
野
で
導
入
が
進
む
の

が
、
Ｃ
Ｂ
Ｍ
（
状
態
基
準
保
全
）
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
設
備
の
状
態
に
応
じ
て
点
検
や
補

修
を
行
う
予
防
型
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
だ
。

「
例
え
ば
、
車
両
は
走
行
状
態
監
視
デ
ー

タ
等
、
軌
道
は
営
業
車
両
に
搭
載
し
た
装
置

に
よ
り
状
態
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
こ
と
が

可
能
で
す
。
そ
の
デ
ー
タ
か
ら
変
位
や
不
具

合
の
兆
候
を
早
期
に
把
握
し
、
故
障
を
未
然

に
防
ぐ
。
こ
れ
に
よ
り
、
点
検
作
業
の
効
率

が
上
が
る
だ
け
で
な
く
、
検
査
周
期
の
最
適

化
が
可
能
に
な
り
、
運
転
見
合
わ
せ
が
よ
り

発
生
し
に
く
く
な
り
ま
す
」（
小
川
氏
）

こ
う
し
た
技
術
の
導
入
は
、
労
働
人
口
が

減
少
す
る
な
か
で
安
全
確
保
と
現
場
の
作
業

環
境
の
改
善
の
両
立
を
も
た
ら
す
が
「
五
感

を
使
っ
て
状
態
確
認
で
き
る
人
財
を
育
成
す

る
こ
と
の
重
要
性
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
先
端

技
術
を
導
入
し
な
が
ら
、
人
が
や
る
こ
と
、

Ｄ
Ｘ
等
で
で
き
る
こ
と
を
ミ
ッ
ク
ス
さ
せ
、

保
全
の
最
適
化
を
図
っ
て
い
く
」
と
小
川
氏

は
語
る
。

デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
で 

創
出
す
る「
新
し
い
移
動
体
験
」

デ
ジ
タ
ル
化
に
お
い
て
は
「
東
京
メ
ト
ロ

m
y

！ 
ア
プ
リ
」
の
機
能
向
上
も
進
め
て
い

る
。
同
ア
プ
リ
で
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
運
行
・

混
雑
情
報
や
、「
徒
歩
移
動
が
少
な
い
」
と

い
っ
た
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
化
さ
れ
た
経
路
検

索
機
能
を
提
供
し
、
タ
ク
シ
ー
や
シ
ェ
ア
サ

イ
ク
ル
、
ワ
ー
ク
ブ
ー
ス
と
連
携
し
て
い
る
。

今
後
は
「
メ
ト
ポ
の
会
員
Ｉ
Ｄ
を
軸
に
連

携
さ
せ
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
な
ど
、
当
社
と
お

客
様
と
の
『
デ
ジ
タ
ル
接
点
』
を
多
角
化
し
、

一
人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
を
よ
り
把
握
し
、
お

出
か
け
の
提
案
な
ど
に
つ
な
げ
て
い
く
」
こ

と
が
目
標
で
あ
る
と
小
川
氏
は
い
う
。

ま
た
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
に
応
え
る
訪

日
外
国
人
旅
行
者
向
け
の
ア
プ
リ
「Tokyo 

M
etro For Tourists

」
の
充
実
や
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
タ
ッ
チ
決
済
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
活
用
し
た
乗
車
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
な
ど

も
進
行
中
だ
。
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
の
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
が
進
化
す
る
な
か
で
、
案
内
の
プ

ロ
を
育
て
る
接
遇
研
修
や
、
乗
務
員
の
ト
ラ

ブ
ル
対
応
力
向
上
な
ど
、
人
の
力
を
育
む
取

り
組
み
も
継
続
し
て
い
る
。

東
京
メ
ト
ロ
は
交
通
機
関
で
あ
る
だ
け
で

な
く
、
東
京
と
い
う
都
市
の
イ
ン
フ
ラ
を
支

え
る
企
業
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
新
技
術

の
導
入
や
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
進
化
は
、
都

市
全
体
の
価
値
を
底
上
げ
す
る
投
資
で
あ
る

と
も
い
え
る
。

「
第
一
は
お
客
様
の
安
全
で
す
。
そ
し
て

大
事
な
の
は
お
客
様
が
お
困
り
に
な
ら
な
い

よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
で
す
。
フ
ェ
イ
ス
・
ト
ゥ
・

フ
ェ
イ
ス
の
接
客
に
変
化
が
あ
っ
て
も
マ
イ

ン
ド
や
ス
キ
ル
は
高
い
レ
ベ
ル
で
保
つ
研
修
・

訓
練
は
継
続
し
て
い
き
ま
す
」（
小
川
氏
）

都
市
の
人
口
構
成
が
変
わ
り
、
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
も
多
様
化
す
る
な
か
で
、
鉄
道
事
業

も
柔
軟
に
進
化
し
続
け
る
必
要
が
あ
る
。
そ

の
最
前
線
で
東
京
メ
ト
ロ
は
、
次
の
時
代
へ

走
り
続
け
て
い
る
。

アンテナ

停止限界点

進行方向

Ａ
Ｔ
Ｃ
シ
ス
テ
ム
（
従
来
方
式
）

現場機器

列車間隔

進行方向

Ｃ
Ｂ
Ｔ
Ｃ
シ
ス
テ
ム

長い

短い

▲ システムの概要
列車間隔の縮小

※CBTC： の略

縮小距離

凡例

アンテナ

軌道回路

■東京観光のサポート

■CBTC（無線式列車制御システム）の概要

訪日外国人も含めた観光客のニーズ把握、お出かけのしやすさ向上にも積極的に取り組んでいる。「Tokyo City Pass」
は、東京メトロ線全線と都営地下鉄線全線が 24・48・72 時間乗り降り自由に利用できる「Tokyo Subway Ticket」に、
東京の魅力ある観光施設や体験をセットにした観光チケット（右）。／駅構内の旅客案内所は、英語を話せるスタッフが
常駐し、交通利用に関する情報提供などを行っている（左）。

■�クレジットカードのタッチ決済、�
QRコード（※）を活用した乗車サービス�
対応の改札の拡充

ストレスなく乗車できる環境を実現するためキャッシュレ
ス化も推進中。将来的には、「タッチレス改札」の実現を
目指している。※ QR コードは株式会社デンソーウェーブ
の登録商標です。

CBTC ＝ Communications-Based Train Control の略。
無線技術を活用した列車制御により、列車間隔を詰める
ことが可能となる。
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慮
し
て
い
る
。

「
工
事
に
当
た
っ
て
は
当
然
、
住
民
の
皆

様
の
ご
関
心
も
高
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
低

騒
音
・
低
振
動
の
施
工
機
械
を
使
用
す
る
こ

と
は
当
然
の
こ
と
、
沿
道
の
皆
様
へ
の
環

境
に
配
慮
し
、
一
緒
に
進
ん
で
い
き
た
い
」

（
大
石
氏
）。

有
楽
町
線
が
延
伸
す
る
と
、
東
陽
町
駅
で

東
西
線
と
の
乗
り
換
え
が
可
能
に
な
る
こ
と

か
ら
、
混
雑
緩
和
に
も
寄
与
す
る
見
込
み

だ
。
東
西
線
は
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
は
木
場
駅

〜
門
前
仲
町
駅
間
で
２
０
０
％
近
い
混
雑
率

を
記
録
し
て
い
た
が
、
現
在
は
１
５
０
％
程

度
に
落
ち
着
い
て
い
る
。
延
伸
と
と
も
に
、

九
段
下
駅
～
飯
田
橋
駅
間
の
折
り
返
し
設
備

整
備
や
、
ホ
ー
ム
２
面
３
線
化
を
伴
う
南
砂

町
駅
の
大
規
模
改
良
工
事
と
連
動
さ
せ
、
さ

ら
な
る
混
雑
緩
和
を
図
り
、
安
全
性
・
快
適

性
を
高
め
て
い
く
方
針
だ
。

南
北
線
、新
玄
関
口・品
川
へ

一
方
、
南
北
線
の
延
伸
は
２
・
５
㎞
と
短

い
が
、
こ
ち
ら
も
イ
ン
パ
ク
ト
は
大
き
い
。

品
川
駅
は
、
東
海
道
新
幹
線
や
山
手
線
、

京
急
線
、
さ
ら
に
将
来
的
に
は
リ
ニ
ア
中
央

新
幹
線
も
乗
り
入
れ
る
東
京
の
重
要
な
玄
関

口
で
あ
り
、
現
在
大
規
模
な
再
開
発
が
進
ん

で
お
り
、
整
備
が
完
了
す
れ
ば
、
国
際
性
と

結
節
性
を
兼
ね
備
え
た
都
市
拠
点
と
し
て
の

機
能
が
一
段
と
高
ま
る
。

南
北
線
の
延
伸
で
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
需
要
が

高
く
訪
日
客
も
多
い
六
本
木
・
赤
坂
エ
リ
ア

と
品
川
を
短
時
間
で
結
ぶ
速
達
性
を
重
視
し

２
路
線
同
時
の
延
伸
計
画

東
京
メ
ト
ロ
は
２
０
３
０
年
代
半
ば
の
開

業
を
目
指
し
、
有
楽
町
線
（
豊
洲
～
住
吉

間
）
お
よ
び
、
南
北
線
（
品
川
～
白
金
高
輪

間
）
の
延
伸
計
画
を
進
め
る
。
今
回
の
延
伸

は
、
東
京
メ
ト
ロ
が
「
２
０
５
０
年
の
未
来

を
ど
う
描
い
て
い
く
か
」
と
い
う
問
い
に
対

す
る
、
ひ
と
つ
の
答
え
で
も
あ
る
と
い
う
。

有
楽
町
線
の
延
伸
で
は
、
豊
洲
か
ら
住
吉

ま
で
の
約
４
・
８
㎞
を
結
ぶ
こ
と
に
な
る
。

こ
の
区
間
は
、
国
際
競
争
力
強
化
の
拠
点
で

あ
る
臨
海
副
都
心
と
都
区
部
東
部
の
観
光
拠

点
や
東
京
圏
東
部
・
北
部
を
結
ぶ
新
た
な
軸

と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

「
延
伸
に
よ
り
、
有
楽
町
線
に
は
３
つ
の

新
駅
が
で
き
ま
す
の
で
、
東
京
都
や
江
東
区

の
ま
ち
づ
く
り
構
想
と
連
携
し
、
東
京
メ
ト

ロ
と
し
て
も
ま
ち
の
回
遊
性
に
寄
与
で
き
る

よ
う
協
力
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
、
沿
線
の
方
々
も
含
め
密

に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
対
応
し

て
い
き
た
い
」

そ
う
語
る
の
は
、
鉄
道
本
部
工
務
部
お
よ

び
改
良
建
設
部
を
担
当
す
る
常
務
執
行
役

員
・
大
石
敬
司
氏
だ
。

こ
の
延
伸
で
は
、
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

生
産
性
向
上
を
目
的
に
、
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ

（
３
次
元
設
計
・
施
工
支
援
）
を
導
入
し
、

工
程
管
理
や
施
工
効
率
を
高
め
る
取
り
組
み

も
進
む
。
ま
た
、
接
続
先
の
既
存
駅
の
構
造

や
用
地
条
件
に
応
じ
て
、
上
下
線
を
分
離
す

る
単
線
シ
ー
ル
ド
工
法
と
、
複
線
シ
ー
ル
ド

工
法
を
使
い
分
け
、
環
境
や
安
全
性
に
も
配

有
楽
町
線
と
南
北
線

２
路
線
の
延
伸
が
つ
な
ぐ

新
た
な
未
来

　

有
楽
町
線
と
南
北
線
︱
東
京
メ
ト
ロ
の
二
つ
の
路
線
が
今
、
新
た
な
未
来
に
向
け
て
静

か
に
動
き
出
し
て
い
る
。
臨
海
部
、
都
心
部
、
国
際
拠
点
の
玄
関
口
と
い
っ
た
重
要
エ
リ

ア
を
つ
な
ぐ
延
伸
計
画
は
、
単
な
る
輸
送
力
の
増
強
で
は
な
く
、
地
域
と
ま
ち
づ
く
り
を

結
び
つ
け
る
「
都
市
の
再
設
計
」
そ
の
も
の
だ
。
東
京
メ
ト
ロ
は
、
こ
の
大
規
模
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
ど
う
向
き
合
い
、
ど
ん
な
価
値
を
未
来
に
届
け
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

取
材
・
文
◉
清
水
友
樹
・
み
ん
て
つ
編
集
室
／
撮
影
◉
加
藤
有
紀
／
写
真
画
像
提
供
◉
東
京
地
下
鉄
株
式
会
社
（
東
京
メ
ト
ロ
）

■「新線・未来コンセプト203X」3つのアプローチ

2030年代半ばの開業を目指す2つの延伸を契機に、新・中期経営計画で示さ
れた「新線・未来コンセプト203X」は、2050年の東京の未来へつながる鉄道
事業の大きな指針である。

データとテクノロジーを活用し、
一人ひとりに合わせた
新しい快適な移動体験を提供する

新しい
移動体験

アプローチ１

沿線地域・行政・開発パートナー
との共創から、　
沿線での暮らしや
ビジネスの活力を生み出す

えき・まち
一体の
地域・社会

アプローチ2

災害激甚化や社会インフラ
老朽化、人口減少・少子高齢化等
社会問題を踏まえ、
環境・多様性・持続可能性を
配慮した安全・安心な鉄道を
運営しつづける

サステナブルな
未来

アプローチ3

REPORT.2
次
の「
あ
た
り
ま
え
」と「
ワ
ク
ワ
ク
」を

［
東
京
メ
ト
ロ
が
目
指
す
未
来
に
向
け
て
］

特
　
集
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特　集 次の「あたりまえ」と「ワクワク」を
［東京メトロが目指す未来に向けて］

て
い
る
。
こ

れ
に
よ
り
、

六
本
木
一
丁

目
駅
〜
品
川

駅
間
は
９
分

程
度
で
直
結

し
、
羽
田
空

港
へ
の
ア
ク

セ
ス
も
飛
躍

的
に
向
上
す
る
。

ま
た
、
白
金
高
輪
駅
で
南
北
線
は
目
黒
方

面
と
品
川
方
面
に
分
岐
す
る
こ
と
に
な
る
た

め
、
利
便
性
の
向
上
に
資
す
る
よ
う
運
行
管

理
の
工
夫
も
講
じ
て
い
く
考
え
だ
。

複
雑
な
都
市
構
造
の
中
で 

「
共
創
」す
る

も
っ
と
も
、
東
京
メ
ト
ロ
が
品
川
に
初
め

て
乗
り
入
れ
る
今
回
の
工
事
は
、
決
し
て
容

易
で
は
な
い
。

周
辺
で
は
、「
国
道
15
号
・
品
川
駅
西
口

駅
前
広
場
整
備
事
業
」（
国
道
15
号
上
部

デ
ッ
キ
）
や
、
京
浜
急
行
電
鉄
の
連
続
立
体

交
差
事
業
お
よ
び
品
川
駅
改
良
工
事
、
品
川

駅
西
口
地
区
地
区
計
画
な
ど
、
複
数
の
大
規

模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
同
時
進
行
し
て
お
り
、

関
係
各
者
と
の
綿
密
な
調
整
が
不
可
欠
と

な
っ
て
い
る
。

構
造
面
で
も
、
国
道
直
下
に
南
北
線
の
駅

を
建
設
し
、
上
下
階
の
動
線
で
Ｊ
Ｒ
・
京

急
・
再
開
発
施
設
と
接
続
す
る
、
難
度
の
高

い
工
事
と
な
る
。

「
ま
さ
に
共
創
の
現
場
で
す
。
我
々
が
施

工
す
る
地
下
空
間
の
上
に
、
国
道
の
デ
ッ
キ

が
先
に
完
成
す
る
予
定
で
す
が
、
地
上
と
地

下
で
の
工
事
が
同
時
進
行
す
る
た
め
、
行
政

主
導
の
も
と
、
関
係
各
社
と
き
め
細
か
な
打

ち
合
わ
せ
を
重
ね
て
い
ま
す
」（
大
石
氏
）

都
市
の
未
来
を
つ
な
ぐ
イ
ン
フ
ラ
に

東
京
メ
ト
ロ
が
追
い
求
め
る
の
は
、
単
な

る
輸
送
力
の
強
化
で
は
な
い
。
防
災
、
環

境
、
快
適
性
な
ど
多
面
的
な
価
値
を
兼
ね
備

え
た
都
市
基
盤
と
し
て
の
進
化
だ
。

工
区
の
重
複
や
施
工
環
境
の
違
い
に
も
配

慮
し
な
が
ら
、
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
挑

ん
で
い
る
東
京
メ
ト
ロ
。

「
新
技
術
も
駆
使
し
な
が
ら
、
次
世
代
に

ふ
さ
わ
し
い
地
下
鉄
を
つ
く
っ
て
い
き
た

い
」
と
大
石
氏
は
語
る
。

駅
と
駅
を
結
ぶ
だ
け
で
な
く
、
地
域
と

人
々
の
暮
ら
し
を
つ
な
ぐ
地
下
鉄
。

沿
線
地
域
と
と
も
に
、
未
来
を
形
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
る
東
京
メ
ト
ロ
は
今
、
都

市
の
未
来
を
つ
な
ぐ
た
め
に
、
２
路
線
の
同

時
延
伸
と
い
う
歴
史
的
な
挑
戦
に
立
ち
向

か
っ
て
い
る
。

常務執行役員 
鉄道本部工務部及び改良建設部担当

大石敬司
Keiji OISHI

■南北線延伸（品川〜白金高輪駅間） ■有楽町延伸（豊洲〜住吉駅間）
南北線を白金高輪駅で分岐し品川駅方面に 2.5km 延伸する。総建設費
は約 1,310 億円。品川～六本木一丁目駅間は約 19 分→ 9 分に短縮され
る。

東京メトロ有楽町線を豊洲駅で分岐し、東陽町駅、住吉駅方面に 4.8km
延伸する。豊洲駅、東陽町駅、住吉駅で既存路線と接続する。総建設費
は約 2,690 億円。豊洲～住吉間の所要時間は、約 20 分→約 9 分に短縮
される。

有楽町線 17000 系南北線 9000 系

再開発が進む品川駅付近。
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「
例
え
ば
日
本
の
整
列
乗
車
は
、
文
化
的

背
景
が
あ
っ
て
こ
そ
成
り
立
っ
て
い
る
も
の

で
す
。
同
じ
方
法
を
ロ
ン
ド
ン
で
導
入
し
て

う
ま
く
い
く
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ

そ
、
自
分
た
ち
の
ス
タ
イ
ル
を
押
し
付
け
る

の
で
は
な
く
、
現
地
の
実
情
に
合
わ
せ
ロ
ー

カ
ラ
イ
ズ
し
た
提
案
を
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
」（
山
上
氏
）

現
在
、
東
京
メ
ト
ロ
は
Ｇ
Ｔ
Ｓ
の
取
締
役

会
に
定
例
参
加
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
ロ

ン
ド
ン
に
本
社
を
置
く
同
社
へ
駐
在
社
員
を

派
遣
し
て
い
る
ほ
か
、
本
社
に
営
業
・
運

転
・
不
動
産
な
ど
関
係
部
門
の
幹
部
を
集
め

た
「
英
国
エ
リ
ザ
ベ
ス
ラ
イ
ン
運
行
事
業
推

進
委
員
会
」
を
設
け
、
全
社
体
制
で
現
地
を

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。

山
上
氏
は
、
今
回
の
事
業
参
画
に
つ
い

て
、
単
に
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
提
供
を
す
る

だ
け
で
な
く
、
東
京
メ
ト
ロ
に
と
っ
て
も

「
学
ぶ
場
」
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。

「
各
国
の
鉄
道
の
発
展
に
は
色
々
な
文
化

的
背
景
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
大
い
に
勉
強
の

余
地
が
あ
り
ま
す
」

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
自
由

き
め
細
か
い
運
行
サ
ー
ビ
ス
を
世
界
へ

拡
充
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開

　

全
９
路
線
中
、
７
路
線
で
相
互
直
通
運
転
を
行
い
つ
つ
、
安
全
性
・
定
時
性
に
優
れ
た
緻
密
な
運
行
体
制
を
構
築
し
て
き
た
東
京
メ
ト

ロ
。
１
０
０
年
に
渡
り
築
き
上
げ
て
き
た
そ
の
「
最
高
峰
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
が
、
世
界
有
数
の
大
都
市
・
ロ
ン
ド
ン
で
動
き
始
め
た
。

　

エ
リ
ザ
ベ
ス
ラ
イ
ン
の
運
営
事
業
は
、
東
京
メ
ト
ロ
に
と
っ
て
初
の
本
格
的
な
海
外
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
参
画
と
な
る
。
さ
ら
に
、

ベ
ト
ナ
ム
・
ホ
ー
チ
ミ
ン
で
は
Ｏ
＆
Ｍ
（
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
＆
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
）
分
野
で
の
支
援
を
進
め
る
な
ど
、
加
速
す
る
東
京
メ
ト

ロ
の
国
際
事
業
展
開
の
最
前
線
に
迫
る
。

取
材
・
文
◉
清
水
友
樹
／
撮
影
◉
加
藤
有
紀
／
写
真
画
像
提
供
◉
東
京
地
下
鉄
株
式
会
社
（
東
京
メ
ト
ロ
）

ロ
ン
ド
ン
で
の
地
下
鉄
運
営
に
着
手

２
０
２
５
年
５
月
、
Ｇ
Ｔ
Ｓ Rail O

pera 
-tions Lim

ited

（
以
下
、
Ｇ
Ｔ
Ｓ
）
は
、

ロ
ン
ド
ン
を
走
る
「
エ
リ
ザ
ベ
ス
ラ
イ
ン
」

の
運
営
事
業
を
開
始
し
た
。
同
社
は
、
英
国

最
大
の
路
線
を
運
営
す
る
交
通
事
業
者The 

G
o-Ahead G

roup Lim
ited

（
以
下
、
ゴ
ー

ア
ヘ
ッ
ド
）、
住
友
商
事
、
そ
し
て
東
京
メ

ト
ロ
の
３
社
に
よ
る
事
業
会
社
で
あ
る
。

故
英
国
女
王
の
名
を
冠
す
る
エ
リ
ザ
ベ
ス

ラ
イ
ン
は
、
２
０
１
５
年
に
一
部
開
業
し
て

以
来
、
香
港
Ｍ
Ｔ
Ｒ
社
が
そ
の
運
営
を
担
っ

て
き
た
が
、
２
０
２
２
年
の
全
区
間
開
業
を

経
た
２
０
２
４
年
11
月
、
最
長
約
９
年
の
契

約
期
間
（
７
年
＋
オ
プ
シ
ョ
ン
最
長
約
２

年
）
で
Ｇ
Ｔ
Ｓ
が
運
営
権
を
獲
得
し
た
。

「
エ
リ
ザ
ベ
ス
ラ
イ
ン
の
運
営
事
業
に
携

わ
れ
る
こ
と
は
大
変
光
栄
な
こ
と
で
す
。
東

京
メ
ト
ロ
が
培
っ
て
き
た
き
め
細
か
い
運
行

サ
ー
ビ
ス
、
定
時
運
行
率
の
高
さ
と
い
っ
た

価
値
に
対
す
る
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、

会
社
と
し
て
ト
ー
タ
ル
で
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
」
と
語
る
の
は
、
常
務
執
行
役
員
（
国

際
ビ
ジ
ネ
ス
部
担
当
）
の
山
上
範
芳
氏
だ
。

東
京
式
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を 

現
地
で
進
化
さ
せ
る

と
は
い
え
、
東
京
メ
ト
ロ
は
自
ら
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
そ
の
ま
ま
輸
出
し
よ
う
と
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。

常務執行役員 
国際ビジネス部担当

山上範芳
Noriyoshi YAMAGAMI

REPORT.3
次
の「
あ
た
り
ま
え
」と「
ワ
ク
ワ
ク
」を

［
東
京
メ
ト
ロ
が
目
指
す
未
来
に
向
け
て
］

特
　
集
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特　集 次の「あたりまえ」と「ワクワク」を
［東京メトロが目指す未来に向けて］

２
０
２
４
年
末
に
開
業
し
た
が
、
東
京
メ
ト

ロ
は
、
日
本
工
営
株
式
会
社
を
幹
事
会
社
と

す
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
Ｊ
Ｖ
が
受
託
し
た
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
に
協
力
会
社
と
し
て

参
画
し
、
２
０
２
５
年
５
月
よ
り
本
格
的
に

業
務
を
開
始
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
も
マ
ニ
ュ

ア
ル
策
定
や
安
全
認
証
支
援
な
ど
を
行
っ
て

き
た
実
績
が
あ
り
、
今
回
の
Ｏ
＆
Ｍ
支
援
は

そ
の
延
長
線
上
に
あ
る
。

「
海
外
で
の
鉄
道
Ｏ
＆
Ｍ
へ
の
取
り
組
み

は
、
収
益
だ
け
で
な
く
、
世
界
で
鉄
道
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
に
貢
献
し
、
そ
れ
を
国

内
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
で
き
る
と
い
う
意
味

で
、
社
員
の
誇
り
と
も
な
る
意
義
の
大
き
い

事
業
で
す
。
当
社
の
人
財
育
成
に
お
い
て
も

重
要
な
仕
事
で
あ
り
、
今
後
さ
ら
に
太
く
し

て
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
山
上
氏
）

ま
た
、
国
際
貢
献
と
い
う
面
で
は
、
東

京
メ
ト
ロ
で
は
こ
れ
ま
で
、
英
語
に
よ
る

オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
講
座
「Tokyo M

etro 
Academ

y

」
や
、
国
営
・
民
営
問
わ
ず
訪

日
鉄
道
関
係
者
の
受
け
入
れ
研
修
な
ど
を
実

施
し
て
き
た
。
着
目
し
た
い
の
は
、
近
年
そ

れ
を
事
業
と
し
て
も
成
長
さ
せ
て
い
る
点

だ
。「
研
修
事
業
は
も
と
も
と
、
国
際
交
流
・

支
援
的
な
位
置
づ
け
が
強
い
も
の
で
し
た
。

各
国
か
ら
今
後
も
研
修
を
受
け
た
い
と
い
う

ニ
ー
ズ
が
あ
る
以
上
、
収
益
も
上
げ
て
事
業

と
し
て
も
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
も
の
に
し
て
い

き
た
い
」
と
山
上
氏
は
語
る
。

知
的
資
産
を
世
界
で
活
用

欧
州
鉄
道
産
業
連
合
（
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
）
に

よ
る
と
、
鉄
道
関
連
の
世
界
市
場
は
年
間
約

30
兆
円
（
２
０
２
５
～
２
０
２
７
年
平
均
）。

そ
の
う
ち
、
市
場
規
模
と
し
て
「
車
両
」
を

上
回
る
の
が
「
サ
ー
ビ
ス
」
分
野
で
、
11
兆

円
を
超
え
る
と
さ
れ
る
。

た
だ
し
、
こ
の
分
野
に
は
す
で
に
、
香
港

Ｍ
Ｔ
Ｒ
社
、
ケ
オ
リ
ス
社
（
フ
ラ
ン
ス
）、

コ
ン
フ
ォ
ー
ト
デ
ル
グ
ロ
社
（
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
）
な
ど
競
合
が
ひ
し
め
い
て
い
る
。

ロ
ン
ド
ン
と
い
う
国
際
的
な
大
都
市
で
、

２
０
３
０
年
前
後
に
は
高
速
鉄
道
「
ハ
イ
ス

ピ
ー
ド
２
」
と
の
接
続
を
予
定
し
て
い
る
エ

リ
ザ
ベ
ス
ラ
イ
ン
の
運
営
事
業
の
受
注
は
、

東
京
メ
ト
ロ
の
企
業
価
値
を
世
界
に
広
げ
て

い
く
た
め
に
重
要
な
事
業
で
あ
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
。
先
駆
者
が
い
る
な
か
で
の

挑
戦
に
な
る
が
、「
東
京
メ
ト
ロ
が
も
つ
ノ

ウ
ハ
ウ
や
経
験
・
知
識
と
い
っ
た
知
的
資
産

を
今
後
は
世
界
で
活
用
し
て
い
き
た
い
。
日

本
で
は
自
分
か
ら
前
に
出
る
の
も
良
し
悪
し

で
す
が
、
国
際
市
場
で
は
、
ど
ん
ど
ん
前
に

出
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
」
と
山
上
氏
は

意
欲
を
示
す
。

培
っ
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
使
っ
て
海
外
で

成
果
を
出
し
、
そ
こ
で
得
た
知
見
を
東
京
に

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、
さ
ら
に
進
化
さ
せ

る
。東

京
メ
ト
ロ
の
挑
戦
は
、
鉄
道
運
営
の
国

際
化
が
本
格
化
す
る
な
か
で
、
日
本
の
都
市

鉄
道
が
世
界
へ
羽
ば
た
く
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と

な
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

東
京
発
、
世
界
行
き
─
─
。
そ
の
挑
戦
に

世
界
か
ら
も
大
き
な
注
目
が
集
ま
る
こ
と
だ

ろ
う
。

度
や
多
様
性
と
い
っ
た
、
日
本
に
な
い
発
想

や
運
営
の
あ
り
方
が
あ
る
。
定
時
運
行
率
の

向
上
、
駅
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
改
善
、
混
雑

緩
和
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
向
き
合

う
中
で
、
そ
れ
ら
を
相
対
的
に
見
つ
め
、
自

社
の
方
法
論
を
客
観
視
す
る
こ
と
も
、
国
際

ビ
ジ
ネ
ス
事
業
を
展
開
す
る
大
き
な
意
義
と

し
て
考
え
て
い
る
と
い
う
。

東
南
ア
ジ
ア
で
の
事
業
推
進

東
京
メ
ト
ロ
で
は
、
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
事
業

に
お
い
て
、
東
南
ア
ジ
ア
に
も
力
を
入
れ
て

き
た
。
特
に
注
目
さ
れ
る
の
が
、
ベ
ト
ナ

ム
・
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
１
号
線
で
の
Ｏ
＆
Ｍ

（
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
＆
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
）
ア

ド
バ
イ
ザ
リ
ー
事
業
だ
。
こ
の
路
線
は
国
際

協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の
支
援
を
受
け
て

■�「Tokyo Metro 
Academy」�
訪日研修

■�「Tokyo Metro 
Academy」�
オンライン研修

安全・安定輸送実現のた
めの運営のノウハウや経
験 を 紹 介 す る「Tokyo 
Metro Academy」。 講 座
内 容 は、 運 転・ サ ービ
ス・車両・工務・電気・
安全・サービスほか、オ
ペレーションからメンテ
ナンスまで多岐にわた
る。対面で行われる訪日
研修では、東京メトロの
施設を用いた現場視察も
行っている。

オンライン講座には、東
南アジアを中心とした国
から、鉄道の発展、脱炭
素化を目指すなどの目的
をもつ参加者が集まる。
これまで世界各地の鉄道
事 業 者 400 名以 上が 参
加し、鉄道事業の立ち上
げ支援も行ってきた。
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新・中
計
で
示
さ
れ
た 

多
角
的
な
事
業
展
開

東
京
メ
ト
ロ
は
、
国
内
有
数
の
鉄
道
事
業

者
で
あ
り
、
運
輸
は
そ
の
基
幹
事
業
だ
。
実

際
、
２
０
２
５
年
３
月
期
の
グ
ル
ー
プ
連
結

売
上
高
に
占
め
る
鉄
道
部
門
の
比
率
は
約
９

割
。
駅
数
１
８
０
、
路
線
延
長
１
９
５
・
０

㎞
、
１
日
平
均
輸
送
人
員
は
約
６
８
４
万
人

─
─
そ
の
数
字
は
名
実
と
も
に
「
東
京
の
大

動
脈
」
を
担
う
存
在
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し

て
い
る
。

一
方
で
、
少
子
高
齢
化
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の

普
及
、
人
口
動
向
の
変
化
な
ど
、
社
会
が
目

ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
な
か
で
、
東
京
メ
ト

ロ
に
お
い
て
も
「
鉄
道
偏
重
の
構
造
」
か
ら

の
脱
却
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

そ
ん
な
な
か
、
２
０
２
５
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
新
・
中
期
経
営
計
画
で
は
、
非

鉄
道
分
野
の
収
益
拡
大
を
掲
げ
、「
不
動
産

事
業
の
領
域
拡
大
」「
生
活
を
豊
か
に
す
る

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
」「
デ
ジ
タ
ル
施
策
の
強

化
」「
ホ
テ
ル
事
業
へ
の
参
画
」
な
ど
、
多
角

的
な
取
り
組
み
が
示
さ
れ
た
。
鉄
道
事
業
を

中
核
と
し
な
が
ら
も
、
鉄
道
事
業
だ
け
に
依

存
し
な
い
経
営
に
本
格
的
に
取
り
組
み
始
め

て
い
る
の
だ
。
こ
の
変
化
の
背
後
に
あ
る
の

は
、
事
業
の
多
角
化
だ
け
で
な
く
「
都
市
と

人
と
の
関
係
を
、
ど
う
再
構
築
す
る
か
」
と

い
う
問
い
か
け
で
あ
る
。

常
務
執
行
役
員
で
都
市
・
生
活
創
造
本
部

長
の
亀
野
拓
也
氏
は
こ
う
語
る
。

「
私
た
ち
は
、
都
市
と
人
と
の
関
係
を
つ

く
る
仕
事
を
し
て
い
る
と
い
う
意
識
を
持
っ

て
い
ま
す
。
移
動
だ
け
で
な
く
、
滞
在
・
居

住
・
活
動
と
い
っ
た
あ
ら
ゆ
る
都
市
生
活
の

シ
ー
ン
に
、
鉄
道
事
業
者
だ
か
ら
こ
そ
で
き

る
貢
献
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

駅
を
中
心
と
す
る
再
開
発
が
進
む
と
、
人

の
流
れ
が
変
わ
り
、
ま
ち
の
機
能
が
変
わ

る
。
さ
ら
に
は
住
む
人
・
働
く
人
の
属
性
ま

で
変
化
す
る
こ
と
が
あ
る
。
鉄
道
の
あ
り
方

が
都
市
の
成
長
に
直
結
す
る
。

東
京
メ
ト
ロ
は
、
こ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
理

解
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
鉄
道
網
を
軸
に
し

な
が
ら
、
生
活
の
「
質
」
や
都
市
の
「
価

値
」
を
い
か
に
高
め
る
か
を
深
く
考
え
続
け

て
き
た
。

「
ま
ち
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
」を
活
か
し
た 

不
動
産
開
発

東
京
メ
ト
ロ
の
非
鉄
道
事
業
の
中
で
ビ
ジ

ネ
ス
領
域
の
拡
大
が
期
待
さ
れ
る
不
動
産
分

野
。
新
・
中
期
経
営
計
画
で
は
、「
不
動
産

事
業
の
収
益
性
向
上
」
が
明
確
に
掲
げ
ら

れ
、
そ
の
位
置
づ
け
は
高
い
。

こ
れ
ま
で
も
鉄
道
各
社
が
鉄
道
と
不
動
産

開
発
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
両
者
の
相

乗
効
果
を
図
っ
て
き
た
が
、
東
京
メ
ト
ロ
が

「
ま
ち
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
」を
活
か
す

東
京
メ
ト
ロ
が
描
く

ワ
ク
ワ
ク
す
る
ま
ち

　

不
動
産
、
生
活
サ
ー
ビ
ス
、
そ
し
て
ホ
テ
ル
運
営
︱︱

そ
の
中
核
を
担
う
「
都
市
・
生

活
創
造
事
業
本
部
」
は
、
鉄
道
と
い
う
枠
を
超
え
、
都
市
と
人
の
新
た
な
関
係
を
編
み
直

す
壮
大
な
構
想
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
新
・
中
期
経
営
計
画
に
込
め
ら
れ
た
そ
の
挑
戦
は
、

東
京
と
い
う
都
市
の
あ
り
方
そ
の
も
の
を
問
い
直
す
。
鉄
道
成
長
と
と
も
に
都
市
の
未
来

を
描
く
、
そ
の
最
前
線
に
迫
る
。

取
材
・
文
◉
清
水
友
樹
・
み
ん
て
つ
編
集
室
／
撮
影
◉
小
野
田
麻
里
／
写
真
画
像
提
供
◉
東
京
地
下
鉄
株
式
会
社
（
東
京
メ
ト
ロ
）

常務執行役員 
都市・生活創造本部長

亀野拓也
Takuya KAMENO

※2025～2027中期経営計画「Run！～次代を翔けろ」をもとに簡略化。 

● 不動産開発の推進、都市の新たな価値創出

● 不動産取得および取得エリアの拡大

● ホテル経営・運営事業への参画

不動産事業

● 駅まちの魅力向上

● 生活を豊かにする
サービス・コンテンツビジネスへの参画

● 各事業の体制強化と事業領域の拡大

ライフ・ビジネスサービス事業

■都市・生活創造事業の取り組みの要点
REPORT.4

次
の「
あ
た
り
ま
え
」と「
ワ
ク
ワ
ク
」を

［
東
京
メ
ト
ロ
が
目
指
す
未
来
に
向
け
て
］

特
　
集



19  MINTETSU AUTUMN 2025

特　集 次の「あたりまえ」と「ワクワク」を
［東京メトロが目指す未来に向けて］

他
社
と
大
き
く
異
な
る
の
は
、
都
心
の
地
下

に
路
線
網
を
張
り
巡
ら
す
地
下
鉄
事
業
者
と

い
う
こ
と
だ
。

「
私
た
ち
に
と
っ
て
の
都
市
開
発
は
、
単

に
駅
前
に
ビ
ル
を
建
て
、
収
益
を
上
げ
る
こ

と
が
目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
ま
ち
特

有
の
雰
囲
気
や
、
住
む
人
の
想
い
を
大
切
に

し
、
そ
こ
に
あ
る
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
不
動
産
開
発
で
は
後
発

組
だ
か
ら
こ
そ
、
都
市
に
新
し
い
文
脈
を
与

え
る
か
が
問
わ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま

す
」
と
亀
野
氏
は
語
る
。

近
年
、
ど
こ
の
駅
で
降
り
て
も
駅
周
辺
や

駅
に
直
結
す
る
ビ
ル
に
は
同
じ
よ
う
な
店
が

入
居
し
、
利
便
性
が
向
上
す
る
一
方
で
、
ま

ち
に
こ
れ
と
い
っ
た
特
徴
が
な
く
な
っ
て
い

る
と
い
う
声
も
あ
る
。

現
在
、
東
京
メ
ト
ロ
は
新
宿
駅
西
口
地
区

を
は
じ
め
、
単
独
・
共
同
で
駅
直
結
お
よ
び

周
辺
で
の
不
動
産
開
発
を
複
数
件
進
め
て
い

る
が
、「
た
と
え
先
進
的
な
駅
ビ
ル
を
建
て

て
も
、
ま
ち
の
特
色
が
失
わ
れ
れ
ば
、
ど
こ

に
で
も
あ
る
ま
ち
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

開
発
と
は
、
ま
ち
の
魅
力
を
新
た
に
生
み
出

す
だ
け
で
な
く
、
埋
も
れ
て
い
る
魅
力
を
引

き
出
す
こ
と
で
も
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
う
す
れ
ば
、
そ
の
ま
ち
に
惹
か
れ
る
人
が

住
み
た
い
と
考
え
て
く
れ
る
は
ず
で
す
し
、

別
の
エ
リ
ア
に
住
む
人
に
と
っ
て
も
、『
あ

の
ま
ち
に
行
っ
て
み
よ
う
』
と
訪
れ
る
き
っ

か
け
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と

亀
野
氏
は
話
す
。

亀
野
氏
自
身
、
開
発
す
る
エ
リ
ア
に
訪

れ
、
そ
こ
で
暮
ら
す
人
に
話
を
聞
き
、
ま
ち

の
雰
囲
気
を
体
感
す
る
こ
と
を
欠
か
さ
な
い

と
い
う
。
地
域
に
根
づ
く
飲
食
店
や
昔
か
ら

あ
る
公
園
︱
︱
そ
う
い
っ
た
記
憶
が
生
む
都

市
の
体
温
を
感
じ
る
た
め
だ
。

「
実
際
に
、
そ
の
ま
ち
を
訪
れ
、
そ
こ
に

い
る
人
に
お
話
を
伺
う
と
、
一
般
的
な
イ

メ
ー
ジ
と
は
違
う
別
の
顔
が
見
え
て
く
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
古
く
か
ら
根
づ

い
た
ま
ち
の
本
当
の
姿
を
大
事
に
し
た
い
」

と
い
う
亀
野
氏
の
言
葉
か
ら
も
わ
か
る
よ
う

に
、
東
京
メ
ト
ロ
で
は
ま
ち
の
〝
内
側
〟
に

あ
る
個
性
や
な
り
た
ち
を
大
切
に
考
え
て
い

る
。
だ
か
ら
こ
そ
開
発
手
法
も
、〝
ひ
と
つ

の
正
解
〟
に
固
執
し
な
い
。

「
駅
の
立
地
、
ま
ち
の
性
格
、
地
域
の
歴

史
、
住
民
の
声
─
─
そ
れ
ぞ
れ
の
〝
ま
ち
の

Ｄ
Ｎ
Ａ
〟
に
応
じ
て
、
ま
っ
た
く
異
な
る
ア

プ
ロ
ー
チ
を
と
っ
て
い
き
た
い
。
つ
ま
り
、

駅
の
数
だ
け
、
開
発
戦
略
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
都
心
で
あ
っ
て
も
郊
外
で
あ
っ
て

も
、
そ
の
ま
ち
ら
し
さ
を
い
か
に
引
き
出

す
か
。
そ
れ
が
私
た
ち
の
基
本
姿
勢
で
す
」

（
亀
野
氏
）

東
京
メ
ト
ロ
の
非
鉄
道
事
業
を
読
み
解
く

う
え
で
、
亀
野
氏
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
基
本

姿
勢
が
凝
縮
さ
れ
た
「
ま
ち
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
」
と

い
う
言
葉
は
象
徴
的
だ
。

土
地
の
活
用
や
、
駅
に
人
を
呼
び
込
む
こ

と
ば
か
り
に
目
を
向
け
る
の
で
は
な
く
、
そ

の
ま
ち
が
ど
う
や
っ
て
で
き
て
き
た
の
か
、

ど
ん
な
営
み
が
そ
こ
に
あ
っ
た
の
か
、
ど
ん

な
人
た
ち
が
、
ど
ん
な
時
間
を
重
ね
て
き
た

の
か
に
目
を
向
け
、
そ
の
ま
ち
の
本
質
を
理

解
し
た
う
え
で
、
未
来
像
を
描
こ
う
と
し
て

■不動産事業の取り組み事例：「新宿駅西口地区開発計画」

小田急電鉄、東京メトロ、東急不動産の３社が事業主体となる「新宿駅西口開発計画」。2029 年度竣工予定の計画建物は、商業・オフィスビルとしての機能を備え、新宿の新たなランド
マークとなる予定だ。（提供：小田急電鉄㈱、東京地下鉄㈱、東急不動産㈱）
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必
要
と
さ
れ
て
い
た
。

２
０
２
５
年
３
月
28
日
、
東
西
線
浦
安

駅
の
高
架
下
に
第
一
期
開
業
し
た
「M

’av

（
マ
ー
ヴ
）
浦
安
」（
２
０
２
６
年
度
完
成
予

定
）は
、
出
入
り
口
等
が
な
く
、
駅
利
用
者

や
周
辺
住
民
が
自
然
に
通
過
で
き
る
構
造
が

特
徴
的
だ
。

「
単
に
高
架
下
の
一
区
画
に
商
店
を
集
め

た
と
い
う
だ
け
で
は
特
徴
が
な
い
う
え
、
そ

の
ま
ち
へ
の
貢
献
も
で
き
ま
せ
ん
。
高
架
下

を
中
心
と
し
な
が
ら
も
、
そ
こ
か
ら
広
が

る
、
開
か
れ
た
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
き
た

い
」
と
い
う
亀
野
氏
の
言
葉
が
示
す
通
り
、

開
放
的
な
商
業
施
設
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
、
東
西
線
の
他
駅
も
含
め
高
架
下

の
開
発
・
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
進
め
て
い
く

が
、「
周
辺
自
治
体
の
方
々
と
も
ぜ
ひ
、
ど

う
い
っ
た
形
で
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
る
か
議

論
し
て
い
き
た
い
」
と
亀
野
氏
は
語
る
。

住
み
た
い・働
き
た
い・観
光
し
た
い 

ま
ち
を
目
指
し
て

沿
線
住
民
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活
の
質
）
向
上

に
寄
与
す
る
取
り
組
み
に
も
注
目
し
た
い
。

「
提
供
し
た
い
の
は
住
み
た
い
・
働
き
た

い
・
観
光
し
た
い
ま
ち
」（
亀
野
氏
）
で
あ

り
、
何
が
あ
れ
ば
喜
ば
れ
る
の
か
と
い
う
観

点
か
ら
、
健
康
や
教
育
な
ど
の
領
域
で
、
生

活
に
付
帯
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
展

開
し
て
い
る
と
い
う
。

事
業
参
画
し
、
２
０
２
５
年
４
月
28
日
に

は
東
西
線
葛
西
駅
付
近
に
１
号
店
を
オ
ー
プ

ン
さ
せ
た
24
時
間
無
人
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム

い
る
。

駅
ま
ち
の
賑
い
創
出

駅
や
駅
周
辺
の
施
設
・
不
動
産
を
利
用
し

た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
も
進
め
て
い
る
。

「
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
ま
ち
が
元
気
に
な

ら
な
い
と
、
日
本
全
体
の
元
気
が
な
く
な
っ

て
い
く
こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。
我
々
は
デ

ベ
ロ
ッ
パ
ー
と
し
て
は
後
発
だ
か
ら
こ
そ
、

他
社
の
後
追
い
で
は
な
く
、
毎
日
７
０
０
万

人
弱
が
利
用
す
る
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強

み
を
活
か
し
た
こ
と
を
や
っ
て
い
く
べ
き
だ

と
考
え
て
い
ま
す
」
と
亀
野
氏
は
語
る
。

２
０
３
０
年
代
半
ば
完
成
予
定
で
進
め
て

い
る
東
上
野
の
再
開
発
で
は
、
東
京
メ
ト
ロ

が
こ
れ
ま
で
参
画
・
協
業
す
る
な
か
で
培
っ

た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、
周
辺
地
区
に
寄
与

す
る
ま
ち
づ
く
り
に
主
体
的
に
取
り
組
む
。

駅
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
範
囲
を

広
げ
る
た
め
、
不
動
産
取
得
に
も
積
極
的
に

取
り
組
む
。
ま
た
２
０
２
５
年
３
月
に
は
、

私
募
Ｒ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
「
東
京
メ
ト
ロ
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
リ
ー
ト
投
資
法
人
」
を
運
用
開
始
し
、
物

件
売
却
に
よ
っ
て
得
た
資
金
を
新
た
な
不
動

産
取
得
・
開
発
に
再
投
資
す
る
こ
と
で
不
動

産
事
業
の
成
長
を
図
っ
て
い
く
と
い
う
。

ま
ち
と
一
体
と
な
っ
た
賑
い
を
創
出
す
る

た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
注
目
し
た
い
の

が
、
東
西
線
沿
線
で
進
め
て
い
る
高
架
下
の

活
用
だ
。
も
と
も
と
東
西
線
沿
線
に
は
商
業

施
設
や
商
店
街
は
形
成
さ
れ
て
い
た
が
、
東

西
線
開
業
か
ら
半
世
紀
以
上
経
つ
こ
と
も
あ

り
、
各
駅
の
立
地
特
性
に
合
わ
せ
た
更
新
が

■ライフ・ビジネスサービス事業の取り組み事例

高架下商業施設「M'av（マーヴ）浦安」
上／浦安駅西口側の高架下に 2025 年 3 月オープンした商業施設。ファストフードや、輸入食品店など
が入り、駅まち一体の賑いを創り出している。各所にベンチが置かれ、ひと休みする人の姿も多い。右
下／カーボンニュートラル・脱炭素化にも配慮し、木材を積極的に利用。施設入口の天井に配された
木製パーゴラは親しみやすい雰囲気の演出にも一役買っている。左下／東西線の原木中山～西葛西駅
間は高架となっている。東西線沿線の「M'av（マーヴ）」は同区間内の妙典、行徳に続き、浦安が 3 店
舗目の展開。

駅構内のデジタルサイネージ
動画・静止画を放映できるデジタルサイネージによる駅広告。広告・宣
伝効果があるだけでなく、駅に活気をもたらす。

駅ナカの魅力向上

駅まちの魅力向上

24時間フィットネスジム
「LifeFit（ライフフィット）」
株式会社 FiT と東京メトロが
フランチャイズ契約。東西線
葛 西 駅 付 近 に 2025 年 4 月、
協業としては 1 号店となる店
舗を開業した。24 時間利用可
能で入会手続きから利用まで
アプリで完結するなど、利便
性の高さとリーズナブルな価
格設定が魅力。

フィットネス事業



21  MINTETSU AUTUMN 2025

特　集 次の「あたりまえ」と「ワクワク」を
［東京メトロが目指す未来に向けて］

「LifeFit

」
や
、
沿
線
を
中
心
に
開
校
し
て

い
る
子
ど
も
向
け
ロ
ボ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
教
室
「
東
京
メ
ト
ロ
×
プ
ロ
グ
ラ
ボ
」
な

ど
は
そ
の
一
例
だ
。

ま
た
、
新
・
中
期
経
営
計
画
の
な
か
で
、

と
り
わ
け
強
い
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
っ
て
受
け

止
め
ら
れ
た
の
が
、
不
動
産
事
業
に
お
け
る

ホ
テ
ル
経
営
・
運
営
事
業
へ
の
参
画
だ
。

こ
れ
ま
で
、
東
京
メ
ト
ロ
で
は
駅
周
辺
に

保
有
す
る
不
動
産
を
、
外
部
の
事
業
者
に
ホ

テ
ル
用
途
と
し
て
貸
与
し
て
き
た
こ
と
は

あ
っ
た
が
、
自
ら
が
ホ
テ
ル
事
業
の
主
体
と

な
る
方
針
は
、
今
回
初
め
て
示
さ
れ
た
。
ま

さ
に
「
事
業
戦
略
の
転
換
点
」
と
い
え
る
と

も
い
え
る
大
き
な
決
断
で
あ
る
。

亀
野
氏
に
よ
る
と
、
す
で
に
ホ
テ
ル
の
建

設
候
補
地
選
定
の
準
備
に
と
り
か
か
っ
て
お

り
、
具
体
的
な
プ
ラ
ン
は
こ
れ
か
ら
進
め
る

と
い
う
。
現
在
は
、
次
期
中
期
経
営
計
画
期

間
の
開
業
を
目
指
し
て
、
一
か
ら
ホ
テ
ル
の

運
営
体
制
を
つ
く
っ
て
い
る
段
階
だ
。

安
全
・
快
適
・
正
確
と
い
っ
た
こ
と
に
徹

底
し
て
取
り
組
む
鉄
道
事
業
で
得
た
経
験

は
、
宿
泊
業
界
に
東
京
メ
ト
ロ
な
ら
で
は
の

安
心
感
を
提
供
で
き
る
は
ず
だ
。

R
E
P
O
R
T
Ⅱ
で
取
材
し
た
通
り
、

２
０
３
０
年
代
に
南
北
線
が
品
川
駅
ま
で
延

伸
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
羽
田
空
港
と
都
心
を

結
ぶ
重
要
な
鉄
道
路
線
を
持
つ
こ
と
に
な

る
。
都
心
で
の
乗
り
換
え
や
一
時
滞
在
な

ど
、
利
用
者
の
目
的
・
要
望
も
多
様
化
す
る

な
か
、
東
京
メ
ト
ロ
が
手
掛
け
る
ホ
テ
ル
が

ど
ん
な
形
に
な
る
の
か
、
注
目
が
集
ま
る
。

未
来
を
見
据
え 

ま
ち
と
人
の
関
係
性
を
編
み
直
す

東
京
メ
ト
ロ
は
、
東
京
と
い
う
巨
大
な
都

市
に
お
い
て
、
人
の
暮
ら
し
を
ど
う
支
え
、

ま
ち
の
価
値
を
ど
う
高
め
て
い
く
か
と
い
う

社
会
的
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
背
負
っ
て
い
る
。

数
々
の
取
り
組
み
の
す
べ
て
に
共
通
し
て

い
る
の
が
、「
駅
を
起
点
と
し
て
、
都
市
を

ど
う
再
構
築
す
る
か
」
と
い
う
視
点
で
あ

る
。
移
動
と
滞
在
、
働
く
こ
と
と
暮
ら
す
こ

と
、
鉄
道
と
不
動
産
─
─
そ
れ
ら
を
つ
な
ぎ

直
す
の
が
、
東
京
メ
ト
ロ
の
非
鉄
道
戦
略
な

の
だ
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
事
業
展
開
に
は
、

常
に
他
社
と
の
競
合
が
つ
き
ま
と
う
。
し

か
し
、
東
京
メ
ト
ロ
に
は
「
地
下
鉄
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
と
い
う
無
二
の
ア
セ
ッ
ト
が
あ
る
。

「
ま
ち
の
内
側
ま
で
入
り
込
み
、
そ
の
ま

ち
に
寄
り
添
っ
て
開
発
を
し
て
い
き
た
い
で

す
し
、
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
50
年
、

１
０
０
年
と
い
う
時
間
軸
で
、
都
市
が
ど
う

変
化
し
、
ど
ん
な
暮
ら
し
が
営
ま
れ
る
の
か
。

そ
う
い
う
視
野
を
持
っ
て
開
発
を
考
え
る
必

要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
亀
野
氏
）

ま
ち
は
変
わ
り
、
古
び
、
や
が
て
蘇
る
。

そ
の
変
化
の
起
点
に
「
駅
」
が
あ
る
か
ぎ

り
、
東
京
メ
ト
ロ
は
都
市
と
人
と
の
関
係
を

編
み
直
し
て
い
く
。
そ
の
先
に
あ
る
の
は
、

「
移
動
の
た
め
の
鉄
道
」
だ
け
で
は
な
く
、

「
都
市
の
未
来
を
紡
ぐ
基
盤
」
と
し
て
の
地

下
鉄
の
姿
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

■東上野四丁目の開発 ■ライフ・ビジネスサービス事業の取り組み事例

子ども向け
ロボットプログラミング教室
「東京メトロ×プログラボ」
東京メトロが運営し、沿線に展
開する。2018 年の開校以降好評
を得て、現在は 15 校がオープ
ン。ロボット制作を通じ、未来
を担う子どもたちの「夢を実現
するチカラ」を育む。

東京メトロ本社もある東上野エリア。動物園・美術館・博物館などで賑わう JR 上野駅の西側エリアに比べ
賑いは少ないが、区役所をはじめ重要な施設が集まっている。2030 年代半ば完成を目標に開発に取り組む。

教育事業

フィットネス事業
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東
京
都
で
唯
一
鉄
道
が
な
い
市
で
あ
る
武

蔵
村
山
市
。
地
域
住
民
に
と
っ
て
悲
願
で

あ
っ
た
多
摩
モ
ノ
レ
ー
ル
の
延
伸
事
業
が
、

大
き
く
動
き
出
し
た
。
２
０
２
５
年
3
月
に

都
市
計
画
決
定
が
告
示
さ
れ
、
5
月
に
は
多

摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
株
式
会
社
が
上
北
台
～

箱
根
ケ
崎
間
の
軌
道
運
輸
事
業
の
特
許
を
取

得
し
た
た
め
だ
。

延
伸
区
間
は
現
在
の
終
端
駅
で
あ
る
上
北

台
駅
か
ら
J
R
八
高
線
の
駅
が
あ
る
箱
根
ケ

崎
駅
ま
で
、
東
大
和
市
、
武
蔵
村
山
市
、
瑞

穂
町
に
ま
た
が
る
約
７
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
大

部
分
が
新
青
梅
街
道
に
沿
っ
て
路
線
が
延
伸

さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
と
同
様
、
駅
と
駅
と
の

間
隔
は
約
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
目
安
に
、
需

要
予
測
等
に
基
づ
い
て
７
駅
が
決
定
さ
れ
た
。

地
域
住
民
の
多
く
は
、
こ
れ
ま
で
バ
ス
や

自
家
用
車
で
J
R
や
多
摩
モ
ノ
レ
ー
ル
の

駅
に
出
る
し
か
な
か
っ
た
。
渋
滞
に
巻
き
込

ま
れ
れ
ば
時
間
が
読
め
ず
、
日
々
の
生
活
に

お
い
て
移
動
の
不
便
を
強
い
ら
れ
て
き
た
。

そ
う
し
た
鉄
道
空
白
地
域
の
解
消
に
向
け
行

わ
れ
る
の
が
今
回
の
延
伸
事
業
で
あ
る
。

今
回
、
こ
の
延
伸
事
業
に
つ
い
て
、
多
摩

都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
株
式
会
社
で
延
伸
推
進
室

課
長
を
務
め
る
桑
原
大
輔
氏
と
、
同
・
総
務

部
課
長
代
理
の
岡
本
譲
氏
に
話
を
聞
い
た
。

「
わ
が
社
は
、
東
京
都
、
沿
線
自
治
体
、

鉄
道
事
業
者
、
金
融
機
関
な
ど
の
出
資
に

よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
第
三
セ
ク
タ
ー
で
す
。

モ
ノ
レ
ー
ル
は
道
路
空
間
を
活
用
し
、
比
較

モ
ノ
レ
ー
ル
の
強
み
を
生
か
す

取材・文●中村富美枝　取材・文●中村富美枝　撮影◉加藤有紀撮影◉加藤有紀

東京・多摩地域を南北に縦断する多摩モノレール。沿線は住宅地の他に大学や東京・多摩地域を南北に縦断する多摩モノレール。沿線は住宅地の他に大学や

高校、商業施設、観光施設などが立地し、さまざまな用途で利用されている。高校、商業施設、観光施設などが立地し、さまざまな用途で利用されている。

地域住民の悲願であった延伸計画も決定し、さらなるニーズが期待されている。地域住民の悲願であった延伸計画も決定し、さらなるニーズが期待されている。

現在の取り組み、そして今後の展望をレポートする。現在の取り組み、そして今後の展望をレポートする。

地域住民の期待に地域住民の期待に
応えるべく、応えるべく、
「鉄道のない市」への「鉄道のない市」への
延伸に着手延伸に着手

多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
株
式
会
社

多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
株
式
会
社
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的
早
期
に
整
備
が
可
能
と
い
う
特
徴
が
あ
り

ま
す
。
こ
う
し
た
利
点
を
生
か
し
、
道
路
と

一
緒
に
整
備
さ
れ
た
の
が
多
摩
モ
ノ
レ
ー
ル

で
す
」（
桑
原
氏
）

こ
れ
ま
で
の
多
摩
モ
ノ
レ
ー
ル
の
歴
史
を

見
て
み
る
と
、
１
９
９
８
年
11
月
の
第
Ⅰ
期

開
業
時
は
、
立
川
北
か
ら
上
北
台
ま
で
と
区

間
も
短
く
、
１
日
の
乗
客
数
は
約
２
万
人
で

あ
っ
た
。
次
に
、
２
０
０
０
年
１
月
の
第
Ⅱ

期
開
業
で
多
摩
セ
ン
タ
ー
ま
で
延
伸
す
る

と
、
乗
客
数
は
１
日
平
均
約
８
万
人
に
増
え

た
。
２
０
２
４
年
度
実
績
で
は
、
１
日
約
13

万
９
０
０
０
人
が
乗
車
。
そ
の
う
ち
定
期
乗

車
が
約
７
万
８
０
０
０
人
。
沿
線
に
大
学
や

高
校
が
多
い
こ
と
か
ら
、
通
勤
客
と
学
生
で

朝
の
時
間
帯
は
混
み
合
う
。

多
摩
地
域
で
は
J
R
立
川
駅
の
あ
る
北

多
摩
地
区
は
活
性
化
が
進
ん
で
い
た
も
の

の
、
南
多
摩
お
よ
び
西
多
摩
地
区
は
遅
れ
を

と
っ
て
い
た
。
ま
た
、
J
R
中
央
線
、
西

武
拝
島
線
、
京
王
線
、
小
田
急
多
摩
線
と

い
っ
た
鉄
道
は
東
西
に
走
っ
て
お
り
、
南
北

の
移
動
手
段
は
道
路
も
含
め
て
不
足
し
て
い

た
。
そ
こ
で
、
道
路
と
合
わ
せ
て
整
備
で
き

る
移
動
シ
ス
テ
ム
と
し
て
選
ば
れ
た
の
が
モ

ノ
レ
ー
ル
だ
。

現
在
、
延
伸
事
業
が
計
画
さ
れ
て
い
る
地

域
は
箱
根
ケ
崎
と
立
川
駅
を
結
ぶ
立
川
バ
ス

が
主
要
な
交
通
手
段
と
な
っ
て
い
る
。
定
時

性
が
確
保
さ
れ
た
多
摩
モ
ノ
レ
ー
ル
が
延
伸

し
、
交
通
が
便
利
に
な
れ
ば
人
が
集
ま
る
。

人
が
集
ま
れ
ば
街
が
発
展
し
、
さ
ら
に
交
通

が
整
い
好
循
環
が
生
ま
れ
る
。

立
川
バ
ス
で
は
既
に
こ
の
多
摩
モ
ノ
レ
ー
ル

の
延
伸
を
見
据
え
、
新
た
な
需
要
を
創
出
す

る
と
し
て
、
立
川
駅
北
口
と
Ｉ
Ｈ
Ｉ
瑞
穂
工

場
を
結
ぶ
新
路
線
を
今
年
７
月
に
開
設
し
た
。

鉄
道
と
バ
ス
が
乗
客
を
取
り
合
う
の
で
は

な
く
、
地
域
の
人
が
使
い
や
す
い
再
編
を
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
。

多
摩
モ
ノ
レ
ー
ル
の
場
合
、
支
柱
や
軌
道

桁
は
「
イ
ン
フ
ラ
部
」
と
呼
ば
れ
、
東
京
都

が
整
備
す
る
。
一
方
、
車
両
や
、
車
両
を
走

ら
せ
る
た
め
に
必
要
な
通
信
機
器
、
電
気
設

備
な
ど
「
イ
ン
フ
ラ
外
部
」
は
多
摩
モ
ノ

レ
ー
ル
が
整
備
す
る
。

運
転
士
は
鉄
道
と
同
じ
資
格
を
持
ち
、
ワ

ン
マ
ン
運
転
を
行
っ
て
い
る
。
A
T
O
（
自

動
列
車
運
転
装
置
）
が
完
備
さ
れ
て
い
る
た

め
、
ボ
タ
ン
を
押
せ
ば
自
動
で
加
速
・
減
速

し
次
の
駅
で
停
車
す
る
。
た
だ
し
、
万
が
一

延
伸
で
変
わ
る
こ
と
、変
わ
ら
な
い
こ
と

の
異
常
時
に
備
え
、
一
部
で
は
手
動
の
運
転

訓
練
も
行
っ
て
い
る
。

こ
こ
ま
で
は
現
在
の
営
業
線
と
同
じ
だ

が
、
延
伸
部
は
ホ
ー
ム
が
変
わ
る
。「
相
対

式
」
か
ら
「
島
式
」
に
変
更
さ
れ
る
の
だ
。

島
式
は
相
対
式
に
比
べ
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど

の
設
備
の
数
が
少
な
く
、
設
備
投
資
や
維
持

管
理
費
が
抑
え
ら
れ
、
コ
ス
ト
が
安
く
な
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。

も
う
一
つ
、
車
両
の
編
成
数
が
変
わ
る
。

こ
れ
ま
で
の
輸
送
力
を
維
持
し
な
が
ら
、
延

伸
部
も
運
行
す
る
た
め
に
、
車
両
の
編
成
数

を
増
や
し
て
い
く
。
新
た
な
車
両
で
新
た
な

区
間
を
走
る
、
地
域
の
期
待
も
ま
す
ま
す
高

ま
っ
て
い
く
。

「
今
回
の
延
伸
事
業
に
お
い
て
、
東
京
都

が
約
８
２
０
億
円
か
け
て
支
柱
な
ど
の
イ
ン

フ
ラ
部
を
つ
く
る
の
に
対
し
、
多
摩
モ
ノ

レ
ー
ル
が
つ
く
る
イ
ン
フ
ラ
外
部
に
は
約
３

６
０
億
円
か
か
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
国
か

ら
３
分
の
１
、
都
か
ら
３
分
の
１
の
補
助
を

い
た
だ
く
予
定
で
す
。
他
に
も
、
武
蔵
村
山

市
、
瑞
穂
町
か
ら
出
資
を
い
た
だ
く
な
ど
、

多
方
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
、
事
業
を
進

め
て
い
き
ま
す
」（
桑
原
氏
）。

地
域
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
地
域
の
期
待

に
応
え
る
早
期
の
整
備
が
求
め
ら
れ
る
。

経
営
面
に
目
を
転
じ
る
と
、
多
摩
都
市
モ

ノ
レ
ー
ル
株
式
会
社
は
、
現
在
こ
そ
当
期
純

利
益
を
上
げ
て
い
る
が
、
過
去
に
は
経
営
危

機
に
陥
っ
て
い
る
。
経
営
安
定
化
計
画
を
策

定
し
、
そ
の
後
、
黒
字
を
継
続
し
て
き
た

が
、
決
し
て
余
裕
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

こ
う
し
た
中
、
延
伸
に
よ
る
ハ
ー
ド
面
の

整
備
だ
け
で
な
く
、
地
域
と
連
携
し
た
ソ
フ

ト
面
の
取
り
組
み
や
発
信
に
も
積
極
的
だ
。

「
こ
れ
ま
で
も
、
地
域
と
の
連
携
は
大
切

に
し
て
き
ま
し
た
」
と
岡
本
氏
が
話
す
よ
う

に
、
例
え
ば
、
一
日
乗
車
券
を
購
入
し
、
そ

れ
を
提
携
し
て
い
る
沿
線
の
店
舗
や
施
設
で

見
せ
る
こ
と
で
特
典
が
受
け
ら
れ
る
通
称

「
ぐ
る
プ
レ
」
や
多
摩
動
物
公
園
、
国
営
昭

和
記
念
公
園
な
ど
の
入
園
料
と
一
日
乗
車
券

が
割
引
料
金
と
な
る
セ
ッ
ト
券
も
好
評
だ
。

ま
た
、
沿
線
の
情
報
を
盛
り
込
ん
だ
フ

リ
ー
ペ
ー
パ
ー
「
た
ま
モ
ノ
」
を
偶
数
月
に

発
行
、
主
要
駅
に
は
、
沿
線
自
治
体
な
ど
と

連
携
し
、
沿
線
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
イ
ベ
ン

ト
情
報
を
は
じ
め
、
沿
線
地
域
へ
の
移
住
や

定
住
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
い
っ
た
多
摩
地
域

の
魅
力
と
な
る
情
報
を
発
信
す
る
「
多
摩
モ

ノ
レ
ー
ル
沿
線
の
魅
力
発
信
コ
ー
ナ
ー
」
を

設
置
し
た
。
こ
の
地
域
と
の
連
携
は
、
延
伸

部
の
地
域
で
も
、
さ
ら
に
期
待
で
き
る
。

今
年
の
３
月
に
東
京
都
が
策
定
し
た
「
多

摩
の
ま
ち
づ
く
り
戦
略
」
で
は
、
２
０
５
０

年
代
の
多
摩
地
域
の
将
来
像
を
描
き
、
未
来

に
向
け
た
取
り
組
み
を
示
し
て
い
る
。

地
域
と
の
連
携
に
も
取
り
組
む

上北台

桜街道

玉川上水

砂川七番

泉体育館

立飛

高松

立川北

立川南

柴崎体育館

甲州街道

万願寺

高幡不動

程久保

多摩動物公園

中央大学・明星大学

松が谷

多摩センター

大塚・帝京大学

程久保駅～多摩動物公
園駅間を走行する多摩
モノレール。
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多
摩
モ
ノ
レ
ー
ル
が
、
地
域
の
軸
と
な
り

そ
こ
で
重
要
な
責
任
を
果
た
せ
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
だ
ろ
う
。

多
摩
モ
ノ
レ
ー
ル
の
自
慢
の
一
つ
に
、
窓

か
ら
見
え
る
景
色
が
あ
る
。
大
き
な
ガ
ラ
ス

で
仕
切
ら
れ
た
運
転
席
の
後
ろ
に
い
る
と
、

遠
く
ま
で
見
通
せ
て
気
分
が
い
い
。
緑
豊
か

な
景
色
の
中
に
、
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
、
大
型

商
業
施
設
、
学
校
な
ど
も
混
ざ
り
、
見
て
い

て
飽
き
な
い
。
季
節
ご
と
に
移
り
変
わ
る
風

景
も
魅
力
的
で
、
と
く
に
空
気
が
澄
ん
だ
冬

の
日
没
時
、
富
士
山
の
頂
に
夕
日
が
沈
ん
で

い
く
様
子
は
絶
景
で
あ
る
。
２
０
２
３
年
に

は
、
車
両
か
ら
眺
め
る
街
並
み
の
夜
景
や
、

多
摩
の
魅
力
あ
る
夜
の
風
景
を
バ
ッ
ク
に
走

る
モ
ノ
レ
ー
ル
の
姿
が
、「
日
本
夜
景
遺
産
」

に
認
定
さ
れ
た
。

そ
の
記
念
に
、
多
摩
地
域
で
造
ら
れ
た

ビ
ー
ル
や
日
本
酒
を
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
列

車
「
夜
景
列
車
」
を
走
ら
せ
た
が
、
好
評
の

た
め
翌
年
は
「Tam

am
ono N

ight Train

」

を
年
末
に
運
行
し
た
。

貸
切
列
車
に
も
対
応
し
て
お
り
、
景
色
を

楽
し
み
な
が
ら
の
懇
親
会
や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

に
利
用
さ
れ
喜
ば
れ
て
い
る
と
い
う
。

毎
年
、
開
催
し
て
い
る
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

に
は
、
沿
線
の
風
景
や
、
風
景
に
溶
け
込
ん

だ
多
摩
モ
ノ
レ
ー
ル
の
写
真
な
ど
、
素
晴
ら

し
い
作
品
が
た
く
さ
ん
届
け
ら
れ
る
。
多
摩

モ
ノ
レ
ー
ル
に
は
多
く
の
フ
ァ
ン
が
つ
い
て

い
る
の
だ
ろ
う
。

車
窓
か
ら
の
風
景
が
魅
力

駅
構
内
の
セ
ブ
ン
︲
イ
レ
ブ
ン
、
オ
ン
ラ

イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
購
入
で
き
る
グ
ッ
ズ

や
独
自
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も
好
評
だ
。

駅
長
の
帽
子
を
か
ぶ
っ
た
猫
の
よ
う
な

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
タ
マ
オ
」
は
、
マ
ス

コ
ッ
ト
と
し
て
も
大
人
気
。
地
元
の
菓
子

店
・
立
川
伊
勢
屋
か
ら
「
タ
マ
オ
ま
ん
じ
ゅ

う
」
も
発
売
さ
れ
て
い
る
。

「
イ
ベ
ン
ト
の
た
び
に
タ
マ
オ
に
会
い
に

来
て
く
れ
る
お
客
様
も
多
く
い
る
ん
で
す
」

こ
う
語
る
岡
本
氏
か
ら
は
、
地
域
へ
の

愛
、
多
摩
モ
ノ
レ
ー
ル
へ
の
愛
が
伝
わ
っ
て

く
る
。

ま
た
、
全
国
の
鉄
道
会
社
や
関
連
企
業
で

働
く
ス
タ
ッ
フ
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
「
鉄
道

む
す
め
」
に
は
、
立
川
い
ず
み
、
万
願
寺
さ

き
の
２
名
が
登
録
さ
れ
て
お
り
、
パ
ス
ケ
ー

ス
、
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
、
ア
ク
リ
ル
ス
タ
ン

ド
な
ど
が
好
評
で
あ
る
。

「
同
じ
１
０
０
万
回
で
も
１
０
０
万
人
が

１
回
使
う
よ
り
10
万
人
に
10
回
使
っ
て
も
ら

う
。
よ
り
多
く
の
方
に
多
摩
モ
ノ
レ
ー
ル
の

愛
さ
れ
る
鉄
道
こ
そ
理
想

❶多摩川を渡る多摩都市モノレール（甲州街道駅～柴崎体育館駅間）。❷上北台駅から北側を望む。この先を左にカーブし新青梅街道に
沿って延伸する予定。❸小川に沿って遊歩道が整備された根川緑道（柴崎体育館駅近辺）　❹高幡不動尊の五重塔。❺ゾウのオブジェが
迎えてくれる多摩動物公園の正門。

❶

❷❸

❹

❺

延伸推進室課長 
兼総務部課長（計画担当）

桑原 大輔
Daisuke KUWABARA
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リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
い
、
し
っ
か
り
情

報
発
信
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

（
桑
原
氏
）

実
際
に
乗
車
す
べ
く
、
始
発
駅
の
多
摩
セ

ン
タ
ー
駅
に
向
か
っ
た
。
時
刻
表
を
み
る

と
、
最
も
本
数
が
多
い
平
日
の
午
前
８
時
台

は
10
本
出
て
い
る
。
私
が
乗
車
し
た
昼
間
の

時
間
帯
は
１
時
間
に
６
本
と
、
10
分
間
隔
で

走
っ
て
い
る
。

待
つ
間
も
な
く
、
銀
色
の
ボ
デ
ィ
に
シ
ン

ボ
ル
カ
ラ
ー
の
オ
レ
ン
ジ
や
イ
エ
ロ
ー
を
配

し
た
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
車
両
が
入
線
し
て

き
た
。
４
両
編
成
の
一
番
前
に
乗
る
。
車
内

は
広
々
と
し
て
お
り
快
適
だ
。

ゴ
ム
タ
イ
ヤ
の
た
め
、
軌
道
と
接
触
し
て

い
る
音
が
せ
ず
静
か
だ
。
最
高
時
速
65
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
で
走
行
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る

が
、
カ
ー
ブ
が
多
く
、
駅
間
も
短
い
こ
と
か

ら
、
停
車
時
分
を
含
め
る
と
、
平
均
時
速
は

30
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
弱
だ
と
い
う
。
ワ
ン
マ
ン

運
転
で
、
駅
に
停
車
す
る
た
び
、
運
転
士
が

立
ち
上
が
っ
て
窓
を
開
け
安
全
確
認
を
行
っ

て
い
る
。

ま
た
、
車
両
内
に
目
を
向
け
る
と
、「
救

助
器
」
と
書
か
れ
た
大
き
め
の
箱
に
気
づ

く
。
万
が
一
、
途
中
で
車
両
が
止
ま
っ
て
し

ま
っ
た
と
き
な
ど
は
、
反
対
の
軌
道
側
か
前

後
に
別
の
車
両
を
つ
け
て
避
難
す
る
が
、
そ

れ
も
不
可
能
な
と
き
に
、
乗
客
が
地
上
へ
滑

り
降
り
る
こ
と
が
で
き
る
シ
ュ
ー
タ
ー
が
収

地
域
か
ら
の
期
待
を
背
負
っ
て

納
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
い
う
。
さ
ら
に
、
防

犯
対
策
と
し
て
、
防
犯
カ
メ
ラ
が
全
車
両
に

設
置
さ
れ
て
い
る
。
ほ
か
に
も
、
鉄
道
各
社

が
設
置
を
急
い
で
い
る
ホ
ー
ム
の
安
全
柵
は

開
業
当
初
か
ら
あ
り
、
乗
客
の
安
全
配
慮
に

は
早
く
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
。

桑
原
氏
、
岡
本
氏
を
は
じ
め
多
摩
モ
ノ

レ
ー
ル
に
携
わ
る
人
々
の
今
の
一
番
の
願
い

は
、
地
域
住
民
か
ら
の
期
待
に
確
実
に
応
え

て
い
く
こ
と
だ
。

「
延
伸
計
画
は
私
た
ち
に
と
っ
て
も
地
域

の
方
に
と
っ
て
も
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
駅

の
デ
ザ
イ
ン
一
つ
と
っ
て
も
、
地
域
の
方
に

親
し
ま
れ
愛
さ
れ
る
も
の
に
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
」
と
桑
原
氏
は
言
う
。

続
け
て
「
延
伸
計
画
以
外
に
お
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
通
り
、
安
全
を
最
優
先
と
し
た
運

行
に
全
力
を
尽
く
す
姿
勢
に
変
わ
り
は
あ
り

ま
せ
ん
。
安
心
・
安
全
の
提
供
、
定
時
性
の

確
保
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
な
ど
を
確
実
に
積
み

上
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
桑

原
氏
）
と
語
る
。

一
日
も
早
い
延
伸
計
画
も
進
め
つ
つ
、
そ

の
目
は
あ
く
ま
で
足
元
を
見
つ
め
て
い
る
と

い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

❻広々とした車内。車窓からの展望は見ていて飽きない。❼沿線の魅力発信コーナー（玉川上水駅）。❽ホーム駅名標には各駅
周辺の風景や施設のイラストが掲載されている。❾「日本夜景遺産」に認定された多摩モノレール（高幡不動駅近辺／写真提
供：多摩都市モノレール）。❿多摩モノレール鉄道むすめ「立川いずみ」「万願寺さき」のグッズ。⓫多摩モノレール PR 担当 

「タマオ」のグッズも人気。⓬タマオがパッケージにデザインされた「タマオまんじゅう」。

⓫⓬

❻

❼

❾

❿

総務部課長代理 
（総務・広報グループ） 

兼安全管理推進室課長代理

岡本 譲
Yuzuru OKAMOTO

❽
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新会長に杉山健博（阪急電鉄株式会社取締役・
前社長）が就任

歓迎！！ “つくばエクスプレス（TX）” 民鉄協へ新加入

　一般社団法人日本民営鉄
道協会（東京都千代田区）は、
2025 年 5 月 23 日、「 第 119
回定時総会」「第 329 回理事
会」（東京都千代田区 経団連
会館）を開催し、原

はら

田
だ

一
かず

之
ゆき

会長（京浜急行電鉄株式会
社 取 締 役 会 長 ） が 退 任 し、
これに伴い、新会長に杉

すぎ

山
やま

健
たけ

博
ひろ

（阪急電鉄株式会社取
締役・前社長）を選任しま
した。

　首都圏新都市鉄道株式会社（つくばエクスプレス（TX）、渡邊良
代表取締役社長）が、2025 年 5 月 23 日付けで日本民営鉄道協
会に加入されました。新加入は、昨年のいすみ鉄道に次いで２年
連続となり、現時点での会員会社数は、72 社となります。

【備考】同社は、常磐線の混雑緩和、筑波研究学園都市と東京都
心とのアクセス向上等を目的に 1991 年に第三セクター方式で設
立されました。営業路線は秋葉原駅～つくば駅間 58.3㎞で駅数
は 20 駅であり、2005 年 8 月に開業。

【経歴】
1982 年	 4 月	 阪急電鉄株式会社 入社
2001 年	 4 月	 同社　経営推進室長
2005 年	 6 月	 同社　取締役
2006 年	 6 月	 阪急ホールディングス株式会社　取締役
2007 年	 4 月	 阪急電鉄株式会社　常務取締役
2013 年	 6 月	 神戸電鉄株式会社　代表取締役社長
2016 年	 6 月	� 阪急阪神ホールディングス株式会社　 

代表取締役副社長
2016 年	 6 月	 阪急電鉄株式会社　代表取締役副社長
2017 年	 4 月	 同社　代表取締役社長
2017 年	 6 月	� 阪急阪神ホールディングス株式会社　 

代表取締役社長
2021 年	 4 月	 阪急阪神不動産株式会社　代表取締役会長
2022 年	12 月	 株式会社阪神タイガース　取締役　オーナー
2023 年	 7 月	 学校法人甲南女子学園　理事長（現在）
2025 年	 4 月	� 株式会社阪急阪神ホテルズ　 

取締役会長（現在）
2025 年	 4 月	 阪急電鉄株式会社　取締役（現在）

・路線延長：58.3km
・駅数：20 駅
・輸送人員：145,983 千人

・営業収益：479 億 4,1007 万円
・社員数：790 名（2025 年 4 月現在）
・開業：2005 年 8 月

1

2

千葉県

東京都

茨城県

つくば

秋葉原 つくばエクスプレス

Mintetsu Information
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日本台湾鉄道観光フォーラムを開催！！＠台北 
「鉄道観光の二軸発展　低炭素旅行とデジタルマーケティング」

去る 2025 年 7 月 4 日、台北において、「日本台湾鉄道観光
フォーラム」および「ビビビビ出発進行 ! 台湾号ラッピング電車
出発式」が開催されました。

当協会からは杉山会長（阪急電鉄取締役・前社長、阪急阪神
ホテルズ会長）、原前副会長（近畿日本鉄道社長）、羽尾理事長
などが参加し、先方台湾側からは、周永暉台湾鉄道観光協会理
事長、陳玉秀交通部観光署長（日本の観光庁長官に相当）、葉
菊蘭台湾鉄道観光協会常務理事等が出席しました。

本フォーラムは、昨年 2024 年 7 月に当協会と台湾鉄道観光
協会との間で、鉄道を軸とし観光交流人口の拡大と地域活性化
を目指して、「日本と台湾における鉄道観光プロモーションに関
する協定書」を締結したことを受け、それからちょうど 1 周年に
当たるこの機会に、フォーラムの形式で開催し、相互の鉄道を
通じた観光交流の促進に向けての取り組みを更に促進する旨を
相互に再確認する、といった趣旨で開催されたものです。フォー
ラムの開催に先立って当日の午前には、台北市の南に隣接する
新竹市樹林区にある樹林駅において、台
湾号ラッピング電車の出発式が開かれま
した。

当協会からは、午後のフォーラム同様、
杉山会長、原前副会長、羽尾理事長等
が参加しました。このラッピング列車は、
昨年、協定の締結と前後して、京浜急行
電鉄様において走行した台湾広告のラッ

ピング列車が、デザイン分野の優秀な取り組みを表彰する第 4
部門公益社団法人東京屋外広告協会会長賞を受賞したこともあ
り、ほぼ同じデザインのラッピング列車を今年は台湾内でも運行
させることとなったものです。

なお、今回の台湾号ラッピング電車においては、台湾の旅行
促進のデザインに加え、当協会の名称「日本民営鉄道協会」の
文字および公式キャラクター「ミーカちゃん」の顔の図柄を掲
げていただきました。

今後、台湾関連の連携施策は以下の内容を検討しております。
・�「地方民鉄フォトコンテスト 2025」にて、台湾の鉄道事業者 9

社を題材とした写真を対象に「台湾賞」を設定。
・�「かんとうみんてつスタンプラリー」において、ラリーの対象駅に、

台湾の駅を新たに加える。
・�「鉄道フェスティバル」にて協会ブースに隣接した区画に台湾

観光協会ブースを設置し、連携して PR を実施。

ラジオ大阪で、
地方民鉄インタビュー番組

（シリーズ）開始

情報発信力の強化の取り組み
としてインスタグラムを開始！！

（2025年3月25日より）

「株式会社ラジオ大阪（OBC）」のツーリズム関連イン
タビュー番組「上山康博の百戦錬磨」にて、地方民営鉄
道会社をシリーズで順にインタビューする企画が 2025 年
8 月 10 日よりスタートしました。（放送時間は毎週日曜
日 17:15 〜 17:30）

第 1 回と第 2 回は、当協会の羽尾理事長が出演し、民
鉄の概要や魅力、民鉄利用のおすすめ、今後出演予定の
会員各社さま（すでにご希望を頂いた各社さま）の注目
ポイントの紹介などのお話をしました。

当協会としては、こういう取り組みにより少しでも、地
方民鉄の需要喚
起のお手伝いが
できれば幸いです
し、こういう取り
組みを着実に積
み重ねていくこと
が重要と考えて
おります。

日本民営鉄道協会では、 SNS 等を活用
し、 広報活動を積極的に展開し、 情報
発信力の強化をめざすべく 2025 年 3 月に
インスタグラムを開始いたしました。

具体的には、 プロの写真家が全国で撮
影してきた各地の鉄道風景を掲載し、 こ
れに簡単な紹介コメントを添える形のもので
す。 様々な風景をバックに走る鉄道車両
の姿が掲載されております。 鉄道風景写真
を通じて、 民営鉄道の事業、 当協会の活
動に関心を持っていただき、 それら事業・
活動に理解を得て、共感を増やすとともに、
鉄道利用の促進、 鉄道への愛着の喚起等
に繋げていきたいと考えています。

ぜひとも、 以下の URL をクリックして、 一度ご覧
いただければ幸いです。
→ https://www.instagram.com/mintetsu_official/

スマホの方はこちら→

3

45
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時
節
柄
、「
夏な

ご
し
の越

大お
お

祓は
ら
え

」
の
上の

ぼ

り
旗
に
茅ち

の
輪わ

が
設
置
さ
れ
た
境
内
。
島
原
鉄
道
諫い

さ

早は
や

駅
の

近
く
に
あ
る
諌
早
神
社
は
九
州
を
守
る
神
々
な
ど
を

祀
る
。
半
年
間
の
厄
を
払
い
、
こ
の
夏
を
無
事
に
越

せ
る
こ
と
を
願
っ
て
茅
の
輪
を
く
ぐ
り
拝
殿
へ
、
今

日
一
日
、
お
膝
元
を
散
策
し
ま
す
と
ご
挨
拶
。

列
車
に
間
に
合
う
よ
う
に
諌
早
駅
へ
と
向
か
う
。

基
本
１
時
間
に
１
本
の
運
行

Ｊ
Ｒ
諫
早
駅
と
同
じ
駅
ビ
ル
に
組
み
込
ま
れ
て
い

る
島
原
鉄
道
諫
早
駅
。
２
０
１
８
年
に
改
築
開
業
し

た
駅
舎
部
分
も
、
ま
だ
ま
だ
新
し
さ
が
残
り
、
駅
と

い
う
よ
り
小
さ
な
ホ
テ
ル
の
ロ
ビ
ー
の
よ
う
。
そ
ん

な
落
ち
着
い
た
空
間
に
、
列
車
を
待
つ
人
た
ち
が

次
々
と
集
ま
っ
て
く
る
。

改
札
を
抜
け
る
と
、
も
ち
ろ
ん
そ
こ
は
ホ
テ
ル
で

は
な
く
普
通
の
ホ
ー
ム
。
待
っ
て
い
た
の
は
黄
色
い

１
両
編
成
の
列
車
。
シ
ー
ト
の
ほ
と
ん
ど
は
４
人
掛

け
の
ボ
ッ
ク
ス
シ
ー
ト
で
、
乗
り
込
ん
だ
客
で
ほ
ぼ

満
席
に
な
る
。
乗
客
は
観
光
客
と
地
元
の
人
が
半
々

と
い
っ
た
と
こ
ろ
。

諫
早
駅
を
出
発
し
た
列
車
は
本ほ

ん

諫い
さ

早は
や

駅
、
幸

さ
い
わ
い

駅
、

小
野
駅
と
進
ん
で
行
き
、
各
駅
で
地
元
の
人
が
乗
り

降
り
し
て
い
く
。
佐
賀
鍋
島
藩
神
代
領
領
主
・
鍋
島

氏
の
陣
屋
跡
が
あ
る
神
代
（
鍋
島
邸
前
）
駅
、
サ
ッ

カ
ー
ボ
ー
ル
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
あ
る
多た

比い

良ら

駅
。

途
中
下
車
し
た
い
気
持
ち
に
な
る
け
れ
ど
、
ぐ
っ
と

我
慢
。
通
勤
通
学
の
時
間
帯
を
除
き
、
基
本
的
に
１

時
間
に
１
本
の
運
行
で
あ
る
島
原
鉄
道
。
思
い
付
き

で
途
中
下
車
し
て
し
ま
う
と
、
目
的
地
到
着
が
大
幅

に
遅
れ
て
し
ま
う
。
目
的
地
・
島
原
駅
ま
で
は
１
時

間
12
分
の
列
車
旅
を
予
定
し
て
い
る
。

島
原
城
へ
の
近
道
と
は
？

車
窓
か
ら
の
景
色
を
眺
め
つ
つ
、
う
つ
ら
う
つ
ら

し
て
い
る
う
ち
に
、
無
事
、
島
原
駅
到
着
。
駅
を
出

る
と
、
正
面
に
島
原
城
が
飛
び
込
ん
で
く
る
。
さ
っ

そ
く
城
へ
！　

と
向
か
う
そ
の
前
に
、
ま
ず
は
腹
ご

し
ら
え
。
事
前
に
目
星
を
つ
け
て
お
い
た
、
名
物
・

島
原
そ
う
め
ん
が
食
べ
ら
れ
る
お
店
に
向
か
う
。

島
原
そ
う
め
ん
は
コ
シ
が
強
く
、
長
く
煮
込
ん
で

も
煮
崩
れ
し
に
く
い
の
が
特
徴
。
そ
の
た
め
ラ
ン
チ

メ
ニ
ュ
ー
に
は
温
か
い
に
ゅ
う
め
ん
も
並
ん
で
い

る
。
と
は
い
え
、
少
し
歩
け
ば
汗
の
噴
き
出
す
暑

さ
。
に
ゅ
う
め
ん
に
は
食
指
が
伸
び
ず
、
冷
た
い
そ

う
め
ん
を
注
文
。
デ
ザ
ー
ト
に
は
こ
れ
ま
た
島
原
名

物
の
「
か
ん
ざ
ら
し
」
ま
で
付
い
て
き
て
大
満
足
。

お
店
を
出
て
島
原
城
の
お
堀
ま
で
歩
き
、
ど
こ
か

ら
中
に
入
る
の
か
探
し
て
い
る
と
、「
島
原
城
へ
徒

歩
の
近
道
」
と
書
か
れ
た
案
内
板
を
発
見
。
道
を
確

認
す
れ
ば
「
堀
に
入
る
」
と
あ
る
。
目
の
前
に
あ
る

堀
の
中
に
は
い
ろ
い
ろ
な
植
物
が
生
い
茂
っ
て
い
る

け
れ
ど
、
そ
の
多
く
は
ど
う
み
て
も
「
蓮は

す

」
に
見
え

る
。
沼
地
・
湿
地
に
咲
く
蓮
に
覆
わ
れ
た
堀
に
入

る
？   

橋
を
渡
る
の
で
は
な
く
、
入
る
？   

不
思
議

に
思
い
な
が
ら
案
内
表
示
に
従
っ
て
歩
い
て
い
く

と
、
堀
に
入
る
な
だ
ら
か
な
ス
ロ
ー
プ
が
出
現
。
ス

ロ
ー
プ
に
続
く
道
は
一
部
を
雑
草
に
浸
食
さ
れ
つ

つ
、
向
か
い
側
の
石
垣
ま
で
続
い
て
い
る
。
付
近
の

堀
の
水
は
枯
れ
て
い
る
み
た
い
だ
け
れ
ど
、
道
を
外

れ
た
ら
雑
草
の
沼
に
は
ま
っ
て
し
ま
い
そ
う
。
夏
を

謳
歌
す
る
天
敵
・
昆
虫
た
ち
の
気
配
も
盛
大
に
す

る
。
び
く
び
く
し
な
が
ら
一
気
に
石
垣
ま
で
、
堀
を

歩
き
渡
る
。
堀
の
中
を
歩
く
、
な
か
な
か
で
き
な
い

経
験
だ
け
ど
、
帰
り
は
別
の
ル
ー
ト
を
探
そ
う
。

島原鉄道株式会社

諫早神社の夏越の大祓では３カ
所に茅の輪が設けられ、現在・
過去・未来の厄が払えるとか。

JR 長崎本線
JR 大村線

雲仙岳

諫早

本諫早
小野幸

干拓の里

愛野

古部

神代

大三東

多比良

島原

島原港

有
明
海

島原城
諫早駅から島原港駅まで 24 駅 43.2㎞を 1 時間
16 分でつなぐ。大三東駅は「日本一海に近い
駅」として観光地になっている。

島原鉄道
【しまばらてつどう】

ビジネスホテルのロビーのよ
うな諫早駅（上）に対し、城
の一部のような島原駅（下）。

連  載

列
車
が
諫い

さ

早は
や

の
街
を
出
る

左
手
に
は
有
明
海
の
海
岸
線

右
手
に
は
雲う

ん

仙ぜ
ん

の
山
々

絵
に
な
る
景
色
の
そ
の
先
は

歴
史
の
舞
台
・
島し

ま

原ば
ら

の
街

地地方方
民民鉄鉄

4848

紀紀行行
文・写真

松澤美穂
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島
原
の
歴
史
に
思
い
を
馳
せ
る

島
原
城
天
守
は
明
治
時
代
に
解
体
さ
れ
、
今
あ
る

の
は
昭
和
の
時
代
に
再
建
さ
れ
た
も
の
。
中
は
歴
代

領
主
に
関
す
る
資
料
等
を
展
示
す
る
資
料
館
に
な
っ

て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
島
原
・
天あ

ま

草く
さ

一
揆
に
関
す
る
資

料
も
豊
富
に
展
示
さ
れ
て
い
て
、
知
識
が
大
幅
に
修

正
・
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ
れ
る
。
島
原
・
天
草
一
揆
と

い
え
ば
天
草
四
郎
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
反
乱
と
い
う
印

象
が
強
い
。
け
れ
ど
実
際
は
、
厳
し
い
年
貢
の
取
り

立
て
と
い
っ
た
圧
政
に
耐
え
か
ね
た
農
民
の
反
乱
と

い
う
面
も
大
き
か
っ
た
。
乱
の
終
結
後
、
責
任
を
問

わ
れ
た
当
時
の
島
原
藩
主
は
切
腹
も
許
さ
れ
ず
、
斬

首
に
な
っ
て
い
た
と
は
知
ら
な
か
っ
た
。

資
料
を
見
な
が
ら
天
守
最
上
階
ま
で
登
る
と
、
そ

こ
は
展
望
台
に
な
っ
て
い
る
。
島
原
鉄
道
島
原
駅
の

方
を
見
れ
ば
そ
の
先
の
海
ま
で
、
反
対
側
に
回
れ

ば
、
行
き
の
列
車
の
窓
か
ら
は
雲
で
見
え
な
か
っ
た

雲
仙
の
山
々
が
、
ど
う
に
か
顔
を
出
し
て
い
る
の
が

見
え
る
。
周
囲
に
高
い
建
物
が
な
い
た
め
、
四
方
が

よ
く
見
渡
せ
る
。

元
々
は
も
っ
と
敷
地
が
広
か
っ
た
島
原
城
。
見
晴

ら
し
の
良
い
立
派
な
天
守
も
約
４
万ま

ん

石ご
く

の
島
原
藩
の

城
と
し
て
は
豪
華
す
ぎ
る
も
の
だ
っ
た
ら
し
い
。
城

の
建
設
費
は
領
民
た
ち
に
の
し
か
か
り
、
島
原
・
天

草
一
揆
の
原
因
の
一
つ
に
な
っ
た
。
天
守
か
ら
の
見

事
な
眺
め
を
前
に
、
複
雑
な
気
持
ち
に
な
る
。

天
守
を
出
て
、
今
度
は
堀
に
入
ら
ず
橋
を
使
っ
て

堀
を
渡
る
。
周
囲
の
住
宅
地
の
一
角
に
は
、
道
の
中

央
に
水
路
が
引
か
れ
た
当
時
の
武
家
屋
が
残
っ
て
い

る
通
り
も
あ
る
。
袴

は
か
ま

姿
の
武
士
が
ふ
ら
り
と
出
て
き

そ
う
な
風
情
あ
る
通
り
を
、
足
早
に
通
り
抜
け
る
。

な
ぜ
な
ら
、
列
車
の
時
間
が
迫
っ
て
い
る
。

待
ち
時
間
は
心
の
デ
ト
ッ
ク
ス
！

汗
だ
く
で
島
原
駅
に
戻
り
、
諌
早
行
き
の
列
車
に

乗
り
込
む
。
目
的
地
は
「
日
本
一
海
に
近
い
駅
」
と

言
わ
れ
る
大お

お
み
さ
き

三
東
駅
。

島
原
駅
か
ら
約
10
分
、
屋
根
の
な
い
開
放
感
た
っ

ぷ
り
の
駅
ホ
ー
ム
に
降
り
る
。
向
か
い
の
海
側
、
島

原
方
面
行
の
ホ
ー
ム
柵
に
は
、
願
い
事
が
書
か
れ
た

黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
が
吊
る
さ
れ
て
い
る
。
薄
曇
り

だ
っ
た
空
は
、
い
つ
の
ま
に
か
晴
れ
渡
り
、
青
い
空

の
下
に
青
い
海
が
広
が
り
、
誰
も
い
な
い
ホ
ー
ム
で

黄
色
の
ハ
ン
カ
チ
が
風
に
は
た
め
く
。
数
年
前
に
飲

料
水
の
Ｃ
Ｍ
撮
影
に
使
わ
れ
て
以
降
、
人
気
の
観
光

地
に
な
っ
た
と
い
う
の
も
納
得
の
景
色
。

一
通
り
写
真
を
撮
り
終
わ
っ
て
も
、
次
の
列
車
が

来
る
ま
で
50
分
近
く
あ
る
。
周
辺
を
見
て
回
ろ
う
か

と
駅
を
出
て
は
み
た
も
の
の
、
あ
ま
り
の
暑
さ
に
す

ぐ
に
ギ
ブ
ア
ッ
プ
。
50
分
、
駅
で
待
つ
こ
と
を
決
め

て
、
諫
早
方
面
行
き
の
ホ
ー
ム
に
あ
る
屋
根
の
つ
い

た
小
さ
な
駅
舎
の
ベ
ン
チ
に
座
る
。

風
が
あ
る
お
か
げ
で
日
陰
は
結
構
涼
し
い
。
す
っ

と
汗
が
引
い
て
い
く
。
座
っ
た
ま
ま
向
い
側
を
見
渡

せ
ば
、
ホ
ー
ム
に
ぽ
つ
ん
と
置
か
れ
た
ベ
ン
チ
と
そ

の
背
後
に
広
が
る
有
明
海
。
か
す
か
な
波
音
と
ハ
ン

カ
チ
を
止
め
る
金
具
が
風
に
鳴
る
音
が
混
ざ
り
、

ヒ
ー
リ
ン
グ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
さ
な
が
ら
。
車
で
来
た

観
光
客
が
手
早
く
写
真
を
撮
っ
て
去
っ
て
い
く
。
そ

ん
な
に
急
い
で
は
も
っ
た
い
な
い
。
次
の
列
車
が
来

る
ま
で
ど
う
や
っ
て
時
間
を
潰
そ
う
か
と
悩
ん
で
い

た
こ
と
を
棚
に
上
げ
、
そ
ん
な
風
に
思
う
。

遠
く
か
ら
踏
切
の
音
が
聞
こ
え
て
く
る
。「
日
本

一
海
に
近
い
駅
」
の
待
ち
時
間
は
、
意
外
な
く
ら
い

心
地
よ
い
デ
ト
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
だ
っ
た
。

島原そうめんとデザートの
かんざらし。

島原城天守から見た雲仙岳（上）と島原城
下に残る武家屋敷通り（下）。

大三東駅のホーム。有明海の向こうに対岸の熊本県が薄
うっす

ら見える。

「堀に入る」の道案内の後ろの堀
の中は、蓮らしい葉が生い茂って
いる。

堀に入るスロープ。雑草に覆わ
れた道が石垣へと続いている。
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仙
台
空
港
鉄
道
は
社
名
が
示
す
と
お
り
、
仙
台

空
港
へ
の
ア
ク
セ
ス
路
線
で
あ
る
が
、
一
般
に
は

「
仙
台
空
港
ア
ク
セ
ス
線
」の
名
称
の
方
が
知
ら
れ

て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

「
仙
台
空
港
ア
ク
セ
ス
線
」は
仙
台
駅
と
仙
台
空

港
駅
を
結
ぶ
鉄
道
の
運
行
系
統
の
愛
称
で
、
仙
台

駅
か
ら
名な

取と
り

駅
ま
で
の
Ｊ
Ｒ
東
日
本
・
東
北
本
線

と
、
名
取
駅
か
ら
仙
台
空
港
駅
ま
で
の
仙
台
空
港

鉄
道
の
仙
台
空
港
線
か
ら
な
っ
て
い
る
。

仙
台
空
港
は
「
東
北
の
空
の
玄
関
口
」
と
も
呼

ば
れ
る
が
、
仙
台
の
「
東
北
の
玄
関
」
と
し
て
の

歴
史
は
奈
良
時
代
以
前
に
さ
か
の
ぼ
る
。
こ
の
地

は
、東
北
と
畿
内
を
結
ぶ
古
代
の
公
道
が
交
わ
り
、

人
や
物
資
が
行
き
交
う
場
所
で
あ
っ
た
。

仙
台
を
都
市
に
発
展
さ
せ
た
の
は
、
初
代
仙
台

藩
主
・
伊だ

達て

政ま
さ

宗む
ね

で
あ
っ
た
。
政
宗
は
仙
台
城
と

と
も
に
城
下
町
も
建
設
し
て
お
り
、
こ
れ
が
東
北

の
中
心
都
市
・
仙
台
の
基
礎
と
な
っ
た
。

ま
た
、
政
宗
は
仙
台
城
築
城
に
伴
い
奥お

う

州し
ゅ
う

街
道

を
東
に
移
動
さ
せ
、
増
田
宿
を
新
設
し
た
。
こ
の

増
田
宿
が
名
取
駅
の
起
源
と
い
え
る
（
名
取
の
地

名
そ
の
も
の
は
８
世
紀
頃
か
ら
使
わ
れ
て
い
る
）。

ま
ず
は
空
の
玄
関
口
を
見
よ
う
と
、
仙
台
駅
か

ら
仙
台
空
港
鉄
道
の
Ｓ
Ａ
Ｔ
７
２
１
系
に
乗
っ
て

仙
台
空
港
駅
に
向
か
っ
た
。

仙
台
国
際
空
港
の
歴
史
は
昭
和
15（
１
９
４
０
）

年
に
開
港
し
た
矢
ノ
目
飛
行
場
に
始
ま
る
。
当
初

は
日
本
陸
軍
用
で
、
民
間
空
港
と
し
て
の
使
用
は

昭
和
32
（
１
９
５
７
）
年
か
ら
と
な
る
。
大
き
く

空
の
玄
関
へ
の

ア
ク
セ
ス
路
線

手前の半円筒形の建物が仙台空
港鉄道の仙台空港駅。奥の緩や
かなカーブの屋根は仙台国際空
港のターミナルビル。駅とターミ
ナルビルは通路でつながってお
り、出発ロビーに直接入れる。

民
営
鉄
道
の

起
源
を
訪
ね
て

鉄
路
は
何
を
目
指
し
た
か

連
載

第
15
回宮城県

仙台空港鉄道
仙台空港線
文・渋谷申博
text by Nobuhiro SHIBUYA
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南仙台

太子堂

長町

仙台空港鉄道

東北新幹線

JR東北本線

広瀬川

名取川

下増田
神社
下増田
神社

仙台城

仙台空港

仙台

美田園

杜せきのした
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しぶやのぶひろ
1960年、東京生まれ。早稲田大学第一文学部卒。日本宗教史研究家。『参拝したくなる！日本の神様と神社の教科書』（ナツメ社）、『聖地鉄道
めぐり』『全国 名所図会めぐり』（以上Ｇ．Ｂ．）、『猫の日本史』（出版芸術社）、『トホホな日本史人物伝』（時事通信社）ほか著書多数。

市役所や文化会館、市民体育館などに隣接した利便性が高いエリアにある
駅。延床面積 14 万 2 千平方メートルの巨大ショッピングセンター・イオン
モール名取とはデッキでつながっている。

初代仙台藩主・伊達政宗に
よって築城された。慶長 7

（1602）年には一応の完成を
みたという。広瀬川を臨む
地勢のけわしい場所にある
が、幕府に逆らう意がない
ことを示すために天守は築
かれなかったと伝わる。

世界に開かれた東北の空の玄関口。2 本の滑走路をもち、国
内各都市をはじめソウル、上海・大連・北京、台北、香港
などへの便が発着している。

仙台国際空港から海側（東）に 0.5 キロほど行ったところに鎮座
する、大同年間（806 ～ 810 年）創建と伝わる古社。大

おお

日
ひる

孁
めの

命
みこと

・
伊

い

弉
ざな

諾
ぎの

尊
みこと

・伊
い

弉
ざな

册
みの

尊
みこと

などを祀る（上）。境内には東日本大震災の
津波で殉職された消防団員の慰霊碑がある（左）。

仙台城本丸跡にあり、仙台のシンボルともなってい
る。政宗は築城と並行して城下町の造成にも力を入
れており、この開発が現在の仙台の基礎となった。
仙台空港線が走り仙台国際空港が立地する名取市の
一帯も、この時期に整備が進んだ。

仙台空港駅の一つ手前の駅で、周辺は住宅・商業地
域として開発が進められている。駅の北側には総合教
育センター・美田園高等学校・子ども総合センター・
中央児童相談所・リハビリテーション支援センターを
一カ所に整備した「まなウェルみやぎ」がある。

飛
躍
す
る
の
は
、
平
成
２
（
１
９
９
０
）
年
に
東

北
初
の
国
際
空
港
と
な
っ
て
か
ら
で
、
仙
台
空
港

ア
ク
セ
ス
線
も
平
成
19
（
２
０
０
７
）
年
に
開
業

し
て
い
る
。

実
は
仙
台
国
際
空
港
を
利
用
す
る
の
が
初
体
験

だ
っ
た
私
は
、
思
っ
て
い
た
以
上
の
規
模
と
賑
わ

い
に
、
少
な
か
ら
ず
感
動
し
て
し
ま
っ
た
。
せ
っ

か
く
な
の
で
空
港
内
を
あ
ち
こ
ち
見
学
し
、
地
元

グ
ル
メ
の
牛
タ
ン
を
堪
能
し
た
。

さ
ら
に
空
港
近
辺
も
ぶ
ら
り
。
空
港
か
ら
徒
歩

５
分
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
鎮
座
す
る
下
増
田
神
社

は
、
小
規
模
な
が
ら
９
世
紀
に
創
建
さ
れ
た
と
さ

れ
る
古
社
だ
。
そ
の
境
内
の
一
隅
に
は
、
平
成
23

（
２
０
１
１
）
年
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
の

際
、
津
波
に
よ
っ
て
殉
職
さ
れ
た
消
防
団
員
の
慰

霊
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

震
災
で
は
、旅
客
や
周
辺
住
人
、従
業
員
の
方
々

は
空
港
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
に
避
難
し
て
津
波
の

難
を
逃
れ
た
そ
う
だ
が
、
空
港
も
仙
台
空
港
線
も

大
き
な
被
害
を
受
け
た
。

し
か
し
、
16
日
に
は
滑
走
路
を
部
分
的
に
復
旧

し
、
空
港
は
救
助
・
復
興
作
業
の
拠
点
と
な
っ
た
。

仙
台
空
港
線
も
７
月
23
日
よ
り
名
取
～
美み

田た

園ぞ
の

駅

間
で
運
行
再
開
、
10
月
１
日
に
は
全
線
で
運
行
再

開
と
な
っ
た
。

仙
台
空
港
線
の
各
駅
を
乗
り
降
り
を
し
な
が
ら

数
往
復
し
て
み
て
、
仙
台
空
港
駅
だ
け
で
な
く
、

杜も
り

せ
き
の
し
た
駅
や
美
田
園
駅
で
も
乗
降
者
が
多

い
こ
と
に
気
づ
い
た
。
こ
の
路
線
は
地
元
の
足
と

し
て
定
着
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。旅
の
終
わ
り
に
、

杜
せ
き
の
し
た
駅
直
結
の
イ
オ
ン
モ
ー
ル
名
取
に

立
ち
寄
り
、
買
い
物
を
し
な
が
ら
ひ
と
涼
み
し
、

帰
路
に
つ
い
た
。

仙台空港鉄道株式会社
Sendai Airport Transit Co.,Ltd.

設立　�2000 年（平成12年）4月7日
仙台空港線　名取〜仙台空港（7.1㎞）
https://www.senat.co.jp

仙台空港線 路線図

仙台城（青葉城）

伊
だ

達
て

政
まさ

宗
むね

騎
き

馬
ば

像
ぞう

美
み

田
た

園
ぞの

駅

下
しも

増
ます

田
だ

神社

仙台国際空港

杜
もり

せきのした駅
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京阪電気鉄道、阪急電鉄、阪神電気鉄道、西日本鉄道）

◉日本民営鉄道協会 会員／�弘南鉄道、津軽鉄道、青い森鉄道、岩手開発鉄道、仙台空港鉄道、 
福島交通、アルピコ交通、上田電鉄、長野電鉄、富山地方鉄道、万葉線、 
北陸鉄道、ひたちなか海浜鉄道、上信電鉄、上毛電気鉄道、秩父鉄道、 
銚子電気鉄道、小湊鐵道、いすみ鉄道、山万、東武鉄道、西武鉄道、 
京成電鉄、京王電鉄、小田急電鉄、東急電鉄、京浜急行電鉄、東京地下鉄、 
相模鉄道、首都圏新都市鉄道、高尾登山電鉄、江ノ島電鉄、 
湘南モノレール、小田急箱根、富士山麓電気鉄道、伊豆急行、 
伊豆箱根鉄道、岳南電車、静岡鉄道、大井川鐵道、遠州鉄道、豊橋鉄道、 
名古屋鉄道、三岐鉄道、えちぜん鉄道、福井鉄道、京福電気鉄道、 
叡山電鉄、嵯峨野観光鉄道、近畿日本鉄道、南海電気鉄道、京阪電気鉄道、 
阪急電鉄、阪神電気鉄道、北大阪急行電鉄、水間鉄道、和歌山電鐵、 
紀州鉄道、能勢電鉄、神戸電鉄、山陽電気鉄道、岡山電気軌道、 
水島臨海鉄道、広島電鉄、一畑電車、高松琴平電気鉄道、伊予鉄道、 
とさでん交通、西日本鉄道、島原鉄道、長崎電気軌道、熊本電気鉄道

◉企画編集／一般社団法人  日本民営鉄道協会　広報課
◉企画編集協力／時事通信出版局「みんてつ」編集室　井上瑶子　永田一周

◉写　　真／織本知之／加藤有紀／小野田麻里

◉デザイン・DTP ／山中遼子

◉印　　刷／シナノ印刷株式会社
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